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水
道
が
整
備
さ
れ
る
以
前
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
で
は
、
井
戸
へ
水
を
く
み

に
行
く
こ
と
が
日
常
で
し
た
。
当
時
は
、

水
質
や
衛
生
面
に
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

不
安
を
抱
え
な
が
ら
水
を
利
用
し
て
い
た

時
代
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
１
９
２
６
（
大
正

15
）
年
６
月
、
旧
高
田
市
の
南
城
浄
水
場

か
ら
給
水
が
開
始
さ
れ
、
各
家
庭
へ
水
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
時
を
重
ね
、
本
年
６
月
、

上
越
市
の
水
道
事
業
は

100
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
で
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も

安
全
で
安
心
な
水
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
「
当
た
り
前
」
は
、
先
人
た
ち

が
知
恵
と
努
力
を
重
ね
、
技
術
を
磨
き
、

施
設
を
整
備
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を
続

け
て
き
た
か
ら
こ
そ
築
か
れ
た
も
の
で
す
。

加
え
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
、
今
日
の
水
道
を
支
え

て
き
ま
し
た
。

　
100
年
の
歩
み
と
自
然
の
恵
み
に
感
謝

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
皆
さ
ん
へ
、

安
心
し
て
利
用
で
き

る
水
を
届
け
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

100
周
年
を
迎
え
る
水
道
事
業

池田 ガス水道事業管理者池田 ガス水道事業管理者

豊かな自然の恵み、蛇口をひねれば出てくる水。豊かな自然の恵み、蛇口をひねれば出てくる水。
その当たり前を、これからも。その当たり前を、これからも。

わたしたちの水道わたしたちの水道 周年周年

特集

写真：水源の一つである名立川の上流写真：水源の一つである名立川の上流

■問合せ…ガス水道局総務課（☎025-522-5518）■問合せ…ガス水道局総務課（☎025-522-5518）
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利水総合開発事業への着手

パンフレットを作成しました

水道事業のはじまり

平成と令和の渇水

　上越市の水道の歴史は、旧高田
市の給水開始から始まりました。
その後、旧直江津市でも給水が開
始され、1956（昭和31）年以降
にその他の旧町村でも水道事業が
始まりました。現在では市内の全
ての地域で安全・安心な水が、安
定して届けられ、市民の皆さんの
暮らしを支えています。

節水を呼びかけたチラシ

盛大に行われた通水式

建設中の城山浄水場

　水道事業の取り組みや歴史
をまとめました。ガス水道局
ホームページなど
でご覧いただけます。

詳しくは

100年のあゆみ

これまでこれまで
田における近代水道
の構想は、1903（明

治36）年に打ち出されまし
たが、当時は財政的な課題
から実現には至りませんで
した。その後、陸軍第13師
団が設置され、軍から市当
局などへ水道敷設の強い要
請があったことをきっかけ
に、計画は再び動き出します。
政治的混乱など多くの困難
を乗り越 え、1926（ 大 正
15）年、ついに南城浄水場
から通水が実現しました。
市民にとって、蛇口から清
らかな水が流れる喜びは大
きく、高田の近代化を象徴
する出来事となりました。

道事業の創設時は、
地下水を水源として

いましたが、地盤沈下や塩
水化障害により地下水への
依存ができなくなりまし
た。広域に水源を確保する
ため、1965（昭和40）年
に県と旧高田市・旧直江津
市が共同で「上越利水総合
開発事業」を立ち上げ、名
立川・桑取川の水源利用に
取り組みました。1969（昭
和44）年には、城山浄水
場が完成し、待望の河川の
水が水道管に流れ始めまし
た。

994（平成６）年と
2025（令和７）年は、

記録的な少雨などの影響に
より渇水に見舞われました。
いずれの年も、市民の皆さ
んから節水にご協力いただ
き、断水を回避することが
できました。

水

１

高

水道の

1926（大正15）年

1937（昭和12）年

1969（昭和44）年

2003（平成15）年

1994（平成６）年

1987（昭和62）年

2025（令和７）年

2026（令和８）年

旧高田市で給水開始（825戸）

旧直江津市で給水開始（142戸）

城山浄水場が完成

柿崎川浄水場が完成

平成の渇水

正善寺浄水場が完成

令和の渇水

水道事業開始から100年

南城浄水場での地下水くみ上げ

正善寺浄水場

柿崎川浄水場
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　ご家庭のガス水道・下水道料金や使用量
がアプリやウェブで確認できるほか、ガス
水道局からのお知らせがアプリに届きます。
　また、今後は機能を拡張して各種手続き
をできるようにするなど、ガス水道局ネッ
ト支店として皆さんから広くご利用いただ
けるようバージョンアップしていきます。

をご利用くださいをご利用ください

詳しくは

便利なポイント便利なポイント①①
使用量や料金をいつでも確認

お支払い状況が分かる

有用なお知らせが届く

便利なポイント便利なポイント②②

便利なポイント便利なポイント③③

上越市ガス水道局　ネット支店

管路課　小嶋技師管路課　小嶋技師

浄水センター　浄水担当浄水センター　浄水担当
下鳥主事下鳥主事 浄水センター　水質担当浄水センター　水質担当

竹田主任竹田主任

供給計画課　内山主任供給計画課　内山主任

　市内の道路の下には、約2,000km
の水道管が埋まっており、日々の
点検や漏水調査、老朽管の計画的
な更新に取り組み、水の安定供給
に努めています。

　災害などで断水した場合に備え、
給水車の配備など、迅速に対応でき
る体制を整えています。また、市外で
災害などが発生した場合には、給水
支援などの相互協力を行います。

　市内には40カ所の浄水場があ
り、各所では水源から取り入れた
水の泥や濁りを取り除き消毒して、
安全でおいしい水道水を作ってい
ます。

　水道水は水道法で定められた基
準により、毎年196項目の検査を行っ
ているほか、市内38カ所の水道管
末端部において毎日水質を検査し
ています。

安定して水を届ける安定して水を届ける 緊急時に備える緊急時に備える

おいしい水をつくるおいしい水をつくる 安全・安心を守る安全・安心を守る

渇水時の他自治体からの
給水応援（令和７年）

塩素濃度の検査浄水場ろ過槽の点検

水道管の点検（漏水調査）

安全・安心な水をお届けします安全・安心な水をお届けします
いまいま水道の
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じょうえつじょうえつのの 未来 未来をを創創るる 水 水のの道道
100周年キャッチフレーズ

100周年記念の取り組み

当たり前のように蛇口から流れ出る水。
それは、私たちの暮らしを支え、地域の歩みとともに受け継がれてきた、かけがえのない財産です。
山々が育んだ自然の恵みは、網の目のように広がる「水の道」を通り、今日も私たちの生活を
潤してくれています。
大切な水を、これからの未来を生きる世代へ。先人たちの思いを受け継ぎ、次の時代へつない
でいきます。

水道水のおいしさをPRす
るため、城山浄水場の水道
水を詰めたボト
ルウォーターを
イベントなどで
配布しています。

ボトルウォーターの製造ボトルウォーターの製造
上越総合技術高等学校の皆
さんの協力により100周年
記念ロゴマークを作成し、
周知に活用
しています。

記念ロゴマークの作成記念ロゴマークの作成
水道事業始まりの地・南城
浄水場の説明看板、記念碑
の設置などに取り組みま
す。 詳 し く は、
ガス水道局ホー
ムページをご覧
ください。

その他の取り組みその他の取り組み

詳しくは

これからこれから水道の
100年の歩みを次の世代へ100年の歩みを次の世代へ

　水道事業をより身近に感じていただくため、ホー
ムページやSNSでの情報発信をはじめ、水の大切
さを学ぶ水源めぐりや浄水場見学の実施など、さ
まざまな広報活動に取り組んでいます。
　毎年秋に開催する「ガス水道フェア」では、水 
道やガスに親しむことができます。今年は、水道
の仕事を体験できるワークショップを予定しています。経営企画課経営企画課

河野係長、八木主任河野係長、八木主任

浄水実験で水がきれいになる過
程を見て、子どもが喜んでいま
した。水が手に入ることを当
たり前だと思わずに、大切に使っ
ていきたいです。

　汚れた水を浄水する過程
を来場者の皆さんから直接
ご覧いただきました。初め
て体験した人も多く、意外
と単純な仕組みに興味を示
していました。

上越の水道水はおいしいので、ペッ
トボトルの水を買うことがなくな
りました。これからもこの水を大
事に使う習慣を身につけていきた
いです。

川田さん親子川田さん親子 風間さん、井上さん、丸山さん風間さん、井上さん、丸山さん

昨年のガス水道フェアの様子昨年のガス水道フェアの様子

浄水実験の様子浄水実験の様子

体験した皆さんにお聞きしました
みどりのフェスティバル（４月25日㊏）で浄水実験ブースを出展しましたみどりのフェスティバル（４月25日㊏）で浄水実験ブースを出展しました

知ってほしい　水のこと知ってほしい　水のこと
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こんな悩み、ありませんかこんな悩み、ありませんか

上越妙高
求人求職ポータル

その悩み、解決しましょうその悩み、解決しましょう

上越妙高 求人求職ポータル
はこちらから

上越にどんな
会社があるん
だろう？

就業体験に参
加した方がい
いのかな？

どこで企業の情
報を収集したら
いいのかな？

01

ここがポイント
企業検索、求人情報が充実

求人などに応募することが可能

お気に入り登録で情報を受け取り

就業体験
(インターンシップなど)03

ここがポイント

合同企業説明会02

ここがポイント
一度にさまざまな企業を知れる

その場で疑問点を質問できる

就職活動の情報収集に役立つ

会社の雰囲気を実感できる

先輩社員と交流・相談が可能
自分の働く姿が想像しやすい
参加者同士で意見交換しやすい

　市内の企業情報や求人情報、
インターンシップ情報を掲載し
ています。自分に合う企業がきっ
と見つかります。

　地元企業の担当者と直接話せ
る貴重な機会です。気になるこ
とを直接聞いて、未来の自分を
イメージしてみましょう。

　実際の職場を体験して、仕事
内容や社内の雰囲気を知るチャ
ンスです。自分の将来を考える
きっかけにしませんか。

「働きたい」「働きたい」がこのまちで見つかるがこのまちで見つかる
特 集

■問合せ…産業政策課（☎025-520-5730）■問合せ…産業政策課（☎025-520-5730）

　当市には、地域の産業や市民の暮らしを支えるさまざまな企業があります。そして、そ
れぞれの企業は、多くの働く人によって成り立っています。しかし、このような企業の仕
事の魅力ややりがいは、まだ十分に求職者へ届いていないのが現状です。
　今号では、市内企業に採用された人や採用を担当する人に、企業と求職者の出会いのきっ
かけとなった情報ツールや就業体験についてお聞きしました。「働きたい」と思える仕事・
就職先を、このまちで見つけてみませんか。

詳しくは

62026・６　広報 じょうえつ



い
よ
う
、「
上
越
妙
高 

求
人
求
職
ポ
ー
タ
ル
」

に
掲
載
し
た
こ
と
で
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
当
社
の
考
え
に
共
感
し
て
応
募

し
、
元
々
ア
ル
コ
ー
ル
業
界
を
志
望
し
て
い

な
か
っ
た
人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
当
社
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
共

感
し
、
よ
り
良
い

ワ
イ
ン
づ
く
り
を

通
し
て
地
域
に
貢

献
し
て
い
く
仲
間

が
増
え
て
い
け
ば

う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

上
越
妙
高 

求
人
求
職
ポ
ー
タ
ル
で
の　

　
　
　
情
報
発
信
が
選
択
肢
の
１
つ
に

　
当
社
は
、
創
業
者
で
あ
る
川
上
善
兵
衛
の

ワ
イ
ン
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
を
受
け
継
ぐ
と

と
も
に
、
地
域
へ
の
貢
献
を
大
切
に
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
思
い
は
採
用
に
も
つ
な
が
っ

て
お
り
、
地
元
出
身
の
人
材
を
多
く
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
当
社
の
よ
う
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
は

上
越
地
域
に
は
他
に
な
く
、「
就
職
先
の
選

択
肢
と
し
て
考
え
に
く
い
の
で
は
」
と
感
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
上
越
で
の
就
職

を
考
え
て
い
る
人
に
情
報
が
よ
り
届
き
や
す

社員とのコミュニケーションを大
切にする桑原さん

株式会社岩の原葡萄園
桑原さん（業務部長）

上越妙高求人求職
ポータルに

掲載している企業

企業と求職者の出会いのきっかけ企業と求職者の出会いのきっかけ

　
ま
た
、
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
就
業
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
も
ら
え
た
の
で
、
加

工
の
作
業
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
回
目
の

体
験
で
さ
ら
に
興
味
が
深
ま
り
、
合
計
で
３

回
参
加
し
、「
こ
の
会
社
で
働
き
た
い
」
と

確
信
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
就
業

体
験
を
考
え
て
い

る
人
に
は
、
実
際

の
仕
事
を
体
験
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
み
る

の
が
お
薦
め
で
す
。

参
加
し
て
こ
こ
で
働
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
持
ち
を
確
信

　
就
職
活
動
を
始
め
た
頃
は
、
知
名
度
の
高

い
企
業
を
中
心
に
情
報
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
中
で
、
合
同
説
明
会
で
㈱
南
雲
製
作

所
が
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
（
就
業
体
験
）

を
行
っ
て
い
る
と
知
り
、参
加
し
て
み
ま
し
た
。

　
参
加
す
る
前
は
、
社
内
の
雰
囲
気
や
仕
事

内
容
が
自
分
に
合
う
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、
先
輩
社
員

か
ら
詳
し
く
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、「
こ

こ
は
自
分
に
合
っ
て
い
そ
う
」と
感
じ
ま
し
た
。

加工プログラムを作成する田中さん

株式会社南雲製作所
田中さん（製造部）

就業体験参加者

上越市しごと体験ガイド2026上越市しごと体験ガイド2026
　高校生をはじめとした新卒学生の市内企業への就労促進に
向けて「上越しごと体験ガイド2026」を、６月をめどにホー
ムページや上越妙高 求人求職ポータルで公開します。掲載
する市内企業約60社のインターンシップ受け入れ情報などを、
進路選択や就職活動にぜひお役立てください。

地元企業を
もっと知るなら

このガイド

企業紹介や就業体験情報
インターンシップの体験談　など
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月のトピックス6

パブリックコメントを実施した案件

パブリックコメントを実施しない理由を公表した案件

意見提出について

問  広報対話課（☎025-520-5615）

令和７年度下半期
パブリックコメント（市民意見公募手続）の運用状況

　計画や条例の案の公表場所や意見の提出期限などは、随時、広報上越や市ホームページでお知
らせします。市民参加によるまちづくりに向け、積極的にご意見をお寄せください。

　市の基本的な計画や重要な条例などの立案等の段階で、市民の皆さんから広く意見を募るとともに、寄せ
られた意見について意思決定を行い、その結果と市の考え方を公表する一連の制度です。
　上越市パブリックコメント条例に基づき、令和７年下半期の運用状況を公表します。

案件名 実施期間 寄せられた意見数
（意見提出者数） 意見反映数

第３期上越市空き家等対策計画（案） 令和７年12月19日～
令和８年1月19日

11件
（５人・１団体） ０件

上越市過疎地域持続的発展計画（案） 令和７年12月22日～
令和８年1月20日

18件
（１人・１団体） ０件

上越市食料・農業・農村基本計画（案） 令和８年1月9日～
2月9日

14件
（１人・１団体）

２件
（うち一部反映１件）

案件名 公表期間

農業経営基盤の強化の促進に関する計画（地域計画）の変更案 令和７年９月12日～10月14日

上越市国民保護計画（修正案） 令和７年９月25日～10月24日

上越市農業振興地域整備計画の変更（案） 令和７年10月１日～10月31日

上越市森林整備計画（案） 令和８年２月４日～３月６日

地域農業経営基盤強化促進計画（地域計画）の変更案 令和８年３月13日～４月13日

第４次上越市公の施設の適正配置計画の一部改正（案） 令和８年３月25日～４月24日

上越市農業振興地域整備計画の変更（案） 令和８年３月27日～４月27日

※これらの案件は、法令などにより縦覧その他パブリックコメントと同等の効果を有すると認められる手続
　きが義務付けられていることや、市民の生活および事業活動に影響を及ぼさない軽微なものであったことから、
　パブリックコメントを実施しませんでした。

詳しくは
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問  財政課（☎025-520-5637）

令和７年度の財政状況（令和８年３月末現在）

　市は、「上越市財政状況の公表に関する条例」および「地方公営企業法」に基づき、予算の執行状況や一時
借入金の状況などを年２回公表しています。今回は、令和７年度予算について、令和８年３月末現在の財政
状況をお知らせします。市の入出金の締め切りが５月末のため、収入、支出額ともに今後変動します。
　なお、令和７年度決算の概要は10月号でお知らせします。

　上越地域消防事務組合は、上越市・妙高市が負担金を支出して消防業務を実施する一部事務組合の組織です。
問  上越地域消防事務組合（☎025-545-0119）

広域消防の財政状況

名　称 予算現額 収入済額 支出済額
一 般 会 計 1,169億8,876万円 1,044億2,485万円 1,020億9,264万円

特
別
会
計

介 護 保 険 245億1,255万円 234億1,518万円 222億1,599万円
国 民 健 康 保 険 162億2,969万円 145億1,536万円 143億8,545万円
その他の特別会計 33億6,208万円 29億8,104万円 30億   942万円

名　称 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

事
業
会
計

下 水 道 事 業 93億1,257万円 88億3,734万円 89億4,370万円 110億1,321万円
ガ ス 事 業 71億1,274万円 70億6,386万円 1億   939万円 9億5,783万円
水 道 事 業 65億4,263万円 62億5,808万円 6億4,600万円 60億1,064万円
病 院 事 業 31億8,331万円 30億3,472万円 6億1,023万円 8億4,015万円

※予算現額は、令和８年３月補正後の予算額と令和６年度から繰り越した予算額の合計。

市 債 残 高 1,817億   651万円 過去に借り入れたお金で、今後返済していく額
一 般 会 計 925億9,192万円 道路や公園、学校などを整備するための借入金
下 水 道 事 業 777億8,080万円 公共下水道などを建設するための借入金
そ の 他 の 事 業 113億3,379万円 上水道やガス供給施設などを整備するための借入金

一時借入金現在高 0円 会計年度中、一時的に事業費等の支払資金が不足した場
合、その不足を補うための借入金

基 金 残 高 176億9,637万円 財源調整のため、積み立てや運用を行う資金の額

財 政 調 整 基 金 61億5,140万円 災害の発生などによる緊急的な支出に備え、積み立てて
いる資金

そ の 他 の 基 金 115億4,496万円 施設の整備など特定の目的を達成するために、積み立て
や運用を行う資金

※財政調整基金は、３月31日付で補正予算を専決処分した結果、４月号でお知らせした見込みを上回る額となりました。

予算現額 39億8,179万円　　　　　　　　 基金残高（財政調整基金） 1億8,007万円
収入済額 33億8,138万円（収入率95.6％） 地方債残高（消防施設整備事業債など） 8億1,764万円
支出済額 30億7,350万円（執行率77.2％） 一時借入金残高 0円

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳が一致しない場合があります。
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月のトピックス6

問 危機管理課（☎025-520-5665）、新潟地方気象台（☎025-281-5873）

防災気象情報が新しくなります
　国土交通省と気象庁は、５月29日㊎から新たな防災気象情報の運用を開始します。
　新たな防災気象情報は、災害発生の危険度に応じて住民がとるべき行動を直感的に理解できる
ように５段階の警戒レベルを明記して提供されます。

・市から発令する避難指示などの情報に十分留意する。
・�気象庁が運用する大雨による災害の危険度が高まった地域を地図上に表示する「キキクル（危険度分布）」や、
民間気象情報アプリで河川の水位などを確認し、危険な場所にいる人は早めの避難を心がける。
　気象庁がホームページなどに掲載している防災気象情報に関する資料などを参考に、警報などが発表された時に、
すぐ行動できるように家庭や企業・組織内でよく話し合いましょう。

河川氾濫 大　雨 土砂災害 高　潮
警戒レベル
５相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

警戒レベル
４相当

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

警戒レベル
３相当

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

警戒レベル
２

レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

警戒レベル
１ 早期注意情報

　これまでの「大雨警報（土砂災害）」は「レベル３土砂災害警
報」、「土砂災害警戒情報」は「レベル４土砂災害危険警報」とい
う名称になるなど、警戒レベルと一緒に情報が伝えられます。
警戒レベル 住民がとるべき行動 （旧） （新）

４相当 ・危険な場所から全員避難 土砂災害
警戒情報

レベル４
土砂災害危険警報

３相当
・�避難に時間を要する人は早めに
避難

・その他の人は避難の準備など
大雨警報
（土砂災害）

レベル３
土砂災害警報

変更例：土砂災害の場合新たな防災気象情報一覧表

気象庁などから「レベル３警報」や「レベル４危険警報」が発表されたら

詳しくは

気象庁HP

●参加方法
登録フォームまたは、メール・ファクシミリ・郵送にて登録用紙
を地域政策課にお送りください。

あなたも参加
しませんか？

地元の声

地元の声

イベントを行うために、いろいろな人が力を合わせていること
が分かりました。今後も集落の皆さんの力になれることがあっ
たら、積極的に参加して地域を盛り上げていきたいです。

集落の農地を守ろうとする気持ちが強く感じられ、応援してよ
かったです。今後も応援していきたいので、秋も参加しようと
思います。

イベントの開催に向けて、毎年大勢の皆さんからお手伝いいただ
き大変ありがたいです。皆さんの力をお借りして「棚田のきらめ
き」を開催することで泉集落の一体感が生まれています。

雨の中手伝ってもらいとてもありがたいです。町内の高齢化が進
む中、協力のおかげで予定時間内に作業が終了しました。今後も
藤尾町内会を応援していただけるとうれしいです。

参加者の声

参加者の声

７月　牧区泉　「棚田のきらめき」イベントのLEDライト設置

　人手不足で困っている中山間地域集落の活動をお手伝いする「中山間地域支え隊」には、幅広い年代の個人や
企業・団体など、さまざまな人が登録しており、隊員は随時募集しています。７月に牧区で行われる「棚田のきら
めき」のイベント準備には、毎年多くの支え隊が参加していますので、初めての人も気軽にご参加ください。

■問合せ…地域政策課（☎025-520-5673）

中山間地域支え隊中山間地域支え隊❶
地域を支える仲間になりませんか？

６月　大島区藤尾　農道の側溝清掃とカーブミラーの設置 
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市政トピックス

「スマイルミーティング」を開催します
市民と市長との対話集会

　それぞれの地域に関連した話題を中心に話し合います。
開催日 開催時間 会場

６月29日㊊

午後６時30分～８時

上越文化会館
７月２日㊍ 浦川原地区公民館
７月６日㊊ 吉川コミュニティプラザ
７月９日㊍ はーとぴあ中郷
７月21日㊋ 名立地区公民館

※お住まいの地区の会場にご参加ください　※事前申し込みは不要です
●今後の開催予定（具体的な開催日が決定次第、順次広報上越、市ホームページなどでお知らせします）
　８ 月：�直江津区（直江津区、有田区、八千浦区、保倉区、北諏訪区、谷浜・桑取区にお住まいの人）
　10月：高田区（高田区、金谷区、三郷区、和田区にお住まいの人）、柿崎区、頸城区、板倉区

詳しくは

▶問合せ…広報対話課（☎025-520-5615）

▶問合せ…学校教育課（☎025-545-9264）

　市教育委員会では、教職員が子どもと向き合う時間をしっかり確保し、安心して働ける学校をつくるため、
国や県の動きに呼応し、今年度からの３年間で教職員の働き方の改善を進める計画を策定しました。 
　以下のような背景を踏まえ、本計画では「令和10年度までに教職員が月45時間を超えて働く状態の解消」
に取り組むとともに、教職員が健康に働き続けることができる環境を整備し、子どもたちの教育の質を高め
ていくことを目指します。

①業務の整理と効率化
·ICTの活用、教材の共有など
·学校行事や教育活動の見直し

②教職員の健康を守る体制の整備
⃝ストレスチェックの一層の活用
⃝業務管理や業務分担の調整促進

③地域・保護者との協力体制の強化
⃝これまで地域の皆さんと築いてきた関係を生かし、
家庭・地域・学校がともに取り組む教育を推進
⃝登下校時の見守りや学校行事の実施に当たり、保
　護者や地域住民との連携を強化
⃝保護者面談や事業者との打ち合わせなどを日中に
　実施
　皆さん一人一人の関わりが教職員の負担を軽減し、
教職員が子どもたちと向き合う時間を増やすことに
つながります。ご理解とご協力をお願いします。

主な取り組み

　学校では授業準備や学級づくり、行事の運営など業務が多岐にわたり、教職員の負担が大
きい状況が続いています。市立小・中学校では、全体的な時間外勤務は減少しているものの、
依然として3割程度の教職員が１月あたり45時間超の時間外勤務をしています。また心身の
不調による休職も毎年発生しており、働きやすい環境づくりが急務となっています。

計画策定の背景

市立小中学校の教職員の働き方を見直します
〜「上越市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画」を策定しました〜
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市内各地で開催された
イベントや出来事をお届けします

防団の活動内容を知ってもらうため、消防
車両乗車体験や消火器体験、救命体験など

を行いました。天候にも恵まれ、家族連れを中心
に多くの来場者でにぎわいました。

消
５月３日㊐･㊗　高田城址公園

消防団フェスタ

鮮やかなシバザクラと、青空を悠々と泳
ぐ100匹以上のこいのぼりが板倉の春を彩

りました。来場者は、写真撮影や散策を楽しみな
がら春の景色を満喫していました。

色
４月25日㊏～５月10日㊐　ゑしんの里やすらぎ荘（板倉区久々野）

いたくら芝桜まつり

のキーホルダー、星座早見缶、星のしおり
を作ることができる天文工作。星のキーホ

ルダーは、プラ板に絵を描き加熱して完成です。
親子で楽しそうに工作していました。

内外から100人以上が参加し、散策しなが
ら新緑を満喫しました。散策の後は、焼肉

や地域の皆さんが作った山菜の天ぷらを食べなが
ら交流を深めました。

市

４月29日㊌･㊗～５月６日㊌･ 振　上越清里星のふるさと館（清里区青柳）

スターゴールデンウィーク

星

５月４日㊊･㊗　田麦ぶなの森（大島区田麦）

旭新緑祭

しい歩行姿勢やO脚改善ストレッチなどを
学び、鮮やかな新緑の中をウォーキング。

姿勢や大股を意識して歩くと自然に会話も弾み、
参加者は心身ともにリフレッシュしていました。

正
４月23日㊍　ユートピアくびき希望館（頸城区百間町）

健康づくりのための青空ウォーキング

訪者が増えるゴールデンウィークを前に、
地元住民約50人が参加しました。発泡ス

チロールやロープなど、主に海からの漂着物を次々
に拾い、１時間後にはきれいな海岸となりました。

来
４月25日㊏　新井町海岸（名立区名立大町）

海岸清掃活動

おーきゃく
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■上越市役所　〒943-8601 上越市木田1-1-3　☎025-526-5111（代表）

FM76.1MHz

「広報上越」へのご意見や感想をお寄せください 記
号
の
見
方

パソコンやスマートフォンから市への申請、
届け出などができます。

電子申請システム

問  広報対話課　☎ 025-520-5614
 FAX. 025-526-6112

 koho-joetsu@city.joetsu.lg.jp
アンケート

▲

フォーム　

くらし　情報
L i f e  I n f o r m a t i o n

広報上越
専用ページ

の

安塚区 ☎025-592-2003
浦川原区 ☎ 025-599-2301
大島区 ☎ 025-594-3101
牧　区 ☎ 025-533-5141
中郷区 ☎ 0255-74-2411
板倉区 ☎ 0255-78-2141
清里区 ☎ 025-528-3111
三和区 ☎ 025-532-2323

柿崎区 ☎ 025-536-2211
大潟区 ☎ 025-534-2111
頸城区 ☎ 025-530-2311
吉川区 ☎ 025-548-2311
名立区 ☎ 025-537-2121
南出張所 ☎ 025-525-4151
北出張所 ☎ 025-544-2111

※定期的な電池の交換と受信状況の確認を！
問  危機管理課（☎025-520-5665）

「防災ラジオ」の試験放送

時  日時、期間
対  対象（表記無し：どなたでも）

費  費用（表記無し：無料）

申  申し込み（表記無し：不要）

予  予約
所 場所
定  定員
講  講師

問  問合せ
他  その他
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15日：午前11時頃６月

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
戸
別
受
信

機
、
防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
が
正
常
に

動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。
実
際
の

災
害
と
お
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※�

災
害
な
ど
の
発
生
時
は
中
止
と

し
、
予
備
日
に
延
期
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※�

６
月
１
日
㊊
の「
防
災
ラ
ジ
オ
」

の
試
験
放
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

時
６
月
３
日
㊌
午
前
11
時　

予
備

日
＝
７
月
１
日
㊌　
他
放
送
内
容

＝
「
チ
ャ
イ
ム
」
→
「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
を

３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
広
報
上
越

で
す
」
→
「
チ
ャ
イ
ム
」
を
流
し

終
了　
問
危
機

管
理
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
６
６
５
）

市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
４
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　

毎
日
午
前
９
時
に
、
上
越
地
域

消
防
事
務
組
合
管
内
の
各
消
防
署

に
お
い
て
、
地
上
１
メ
ー
ト
ル
で

測
定
し
た
値
（
月
間
の
平
均
値
、

最
小
値
、
最
大
値
）
は
、
い
ず
れ

も
通
常
の
値
で
あ
る
毎
時
０
・
０

１
６
～
０
・
１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
範
囲
内
で
し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

特
定
外
来
生
物
を 

駆
除
し
ま
し
ょ
う

　

市
内
各
地
に
お
い
て
、
特
定
外

来
生
物
で
あ
る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
や
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
、
ア
レ

チ
ウ
リ
な
ど
が
生
育
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
開
花
期
を
迎
え
る
オ�

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、コ
ス
モ
ス
に�

似
た
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
多
年

草
で
、
非
常
に
丈
夫
で
植
栽
地
の

周
辺
に
も
広
が
り
、
在
来
の
野
草

を
駆
逐
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、栽
培
や
生
き
た
植
物
、種
子
の

移
動
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
駆
除
方
法
は
、
根
か

ら
引
き
抜
き
、
そ
の
場
で
天
日
乾

燥
し
、
枯
死
し
た
も
の
を
燃
や
せ

る
ご
み
と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。
種
子
が
実
る
前
の
開
花
初
期

で
の
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

■ 市民税・県民税・森林環境税
　 � �������（第１期、全期前納）
■ 介護保険料� �������（第３期）
■ 国民年金保険料� �����（５月分）

お
知
ら
せ

税・保険料の納期限

納期限 ６月30日㊋

詳しくは

詳しくは

■�社長などの上司や
警察をかたる電話・
メールに注意！

少しでも怪しいと感じ
たら、警察署に確認す
るほか、家族や友人に
相談しましょう。

■ R８年の交通事故件数
１月１日〜３月末日の状況

発生件数 46件（＋１）

死者数 2人（±０）

負傷者数 49人（−１）

■ R８年の市内の犯罪発生件数
１月１日〜３月末日の状況

刑法犯罪認知件数 119件（−７）

うち窃盗犯 69件（±０）

盗難防止の合言葉 “みんなで鍵かけ”
※いずれも暫定値で、（　）内は前年比

市内の交通事故・犯罪発生件数� 問  市民安全課（☎025-520-5661）!

※６月１日は中止し、３日に J アラート試験実施
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指
定
緊
急
避
難
場
所
を 

指
定
し
ま
し
た

　

災
害
発
生
時
ま
た
は
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
開
設
す
る
指
定

緊
急
避
難
場
所
を
指
定
し
ま
し
た
。

●
新
規
指
定
緊
急
避
難
場
所

　

㈱
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ 
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

直
江
津
東
雲
寮
（
東
雲
町
２
）、

と
う
う
ん
ち
ょ
う
こ
ど
も
の
家（
東

雲
町
２
）

問
危
機
管
理
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

６
５
）

総
合
事
務
所
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で 

消
費
生
活
な
ど
の
相
談
が
で
き
ま
す

　

市
役
所
木
田
第
一
庁
舎
の
市
民

相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
各
種
相

談
を
電
話
や
面
談
の
ほ
か
、
総
合

事
務
所
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

５
・
５
２
５
・
１
９
０
５
）、
市

民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
８
３
３
）、
オ
ン
ブ

ズ
パ
ー
ソ
ン
事
務
局（
☎
０
２
５・

５
２
７
・
３
３
３
３
）

在
留
カ
ー
ド・特
別
永
住
者
証
明
書
の

手
続
き
場
所
を
変
更
し
ま
す

　

６
月
14
日
㊐
以
降
に
交
付
さ
れ

る
在
留
カ
ー
ド
・
特
別
永
住
者
証

明
書
（
以
下
「
在
留
カ
ー
ド
等
」）

は
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
へ
住
所
異
動
の

記
録
が
必
要
と
な
る
た
め
、
各
総

合
事
務
所
で
行
っ
て
い
た
手
続
き

は
今
後
次
の
場
所
で
行
い
ま
す
。

所
市
民
課
、頸
城
区
総
合
事
務
所
、

大
潟
区
総
合
事
務
所
、
南
・
北
出

張
所

●
特
定
在
留
カ
ー
ド
等
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

希
望
が
あ
れ
ば
、
住
所
異
動
な

ど
の
手
続
き
と
併
せ
て
、在
留
カ
ー

ド
等
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

一
体
化
し
た
「
特
定
在
留
カ
ー
ド

等
」
の
交
付
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申「
特
定
在
留
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
」
ま
た
は
「
特
定
特
別
永
住
者

証
明
書
交
付
申
請
書
」、
暗
証
番

号
設
定
依
頼
書
、写
真
１
枚
を
用

意
し
、市
民
課
、
各
総
合
事
務
所
、

南
・
北
出
張
所
へ
持
参　
問
市
民

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
６

８
５
）

上
越
市
表
彰
の
候
補
者
を 

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

　

11
月
に
予
定
し
て
い
る
「
上
越

市
表
彰
」
の
候
補
者
の
推
薦
を
受

け
付
け
ま
す
。

対
市
政
の
進
展
、
産
業
の
振
興
、

文
化
の
向
上
、
市
民
の
福
祉
の
増

進
な
ど
に
尽
く
し
、
そ
の
功
績
が

著
し
い
個
人
ま
た
は
団
体　

※
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
身
近
な
と

こ
ろ
で
地
道
に
活
動
し
て
い
る
人

や
団
体　
他
○
推
薦
で
き
る
人
＝

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
（
自
薦
不

可
）、
町
内
会
長
、
各
種
団
体
の

長　
○
推
薦
方
法
＝
推
薦
書
、
功

績
調
書
な
ど
の
関
係
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
７
月
10
日
㊎
ま

で
に
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
秘

書
課
へ
。
関
係
書
類
は
秘
書
課
、

各
総
合
事
務
所
、
南
・
北
出
張
所

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す　

○
選
考
方
法
＝
表
彰
審
査
会
の
審

査
を
経
て
、
被
表
彰
者
を
決
定
し

ま
す　

※
推
薦
い
た
だ
い
た
候
補

者
が
全
員
表
彰
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん　
申
問
秘
書
課
（
〒
９４３
・

８６０１ 

木
田
１
・
１
・
３　

☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
６
１
２
、

hisho@
city.

joetsu.lg.jp
）

道
路
に
工
作
物
や
乗
り
入
れ
口
を

設
け
る
場
合
は
申
請
を

　

道
路
へ
の
工
事
用
の
足
場
の
設

置
、
歩
道
の
縁
石
の
撤
去
、
側
溝

に
蓋
を
か
け
る
な
ど
し
て
乗
り
入

れ
口
を
設
け
る
な
ど
の
工
事
を
行

う
際
は
、
事
前
に
道
路
管
理
者
の

許
可
が
必
要
で
す
。
申
請
後
、
許

可
書
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
２
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
問
道
路
課（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
６
９
）、
各
総
合
事
務
所

道
路
上
に
は
み
出
し
た 

樹
木
な
ど
の
剪
定
を

　

私
有
地
か
ら
道
路
上
に
樹
木
な

ど
が
は
み
出
し
て
い
る
と
、
通
行

の
支
障
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

土
地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
は

点
検
を
行
い
、
剪
定
を
す
る
な
ど

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
道
路
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
６
９
）

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

崖
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の
土

砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い

命
や
財
産
を
奪
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
避
難
場
所
を
確
認
し
、

大
雨
の
際
に
は
土
砂
災
害
の
避
難

目
安
と
な
る
「
レ
ベ
ル
４　

土
砂

災
害
危
険
警
報
」な
ど
、県
や
新
潟

地
方
気
象
台
か
ら
の
情
報
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

山
や
崖
、
川
な
ど
で
異
常
を
見

付
け
た
と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
先

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
河
川
海
岸
砂
防
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
８
０
）、
各
総
合

事
務
所
、
上
越
地
域
振
興
局
妙
高

砂
防
事
務
所
（
☎
０
２
５
５
・
７

２
・
４
１
４
２
）

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー 

５
月
31
日
～
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間

●
た
ば
こ
と
健
康

　

喫
煙
は
、
が
ん
を
は
じ
め
、
脳

卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
た
ば

こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
受
動
喫
煙

に
よ
っ
て
非
喫
煙
者
の
健
康
に
悪

影
響
を
与
え
る
こ
と
も
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
た
め
、

そ
し
て
周
り
の
人
の
た
め
に
も
禁

煙
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
禁
煙
に
向
け
た
強
い
味
方「
禁
煙
外
来
」

　

禁
煙
は
、
自
力
で
も
可
能
で
す

が
、禁
煙
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、

比
較
的
安
価
に
無
理
な
く
成
功
し

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
禁

煙
年
数
な
ど
に
よ
り
保
険
も
適
用

さ
れ
ま
す
。
禁
煙
の
成
功
に
向
け

て
禁
煙
外
来
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

県
内
の
禁
煙
外
来
の
あ
る
医
療

機
関
は
「
健
康
に
い
が
た
21
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
８
４
２
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
市
民
意
見
公
募
手
続
き
）

意
見
募
集
結
果
を
公
表

●
上
越
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画（
案
）

時
結
果
公
表
期
間
＝
６
月
１
日
㊊

～
30
日
㊋　
所
公
表
場
所
＝
健
康

づ
く
り
推
進
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
木
田
第
一
庁
舎
１

階
）、
各
総
合
事
務
所
、
南
・
北

出
張
所
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
高
田
図

書
館
、高
田
図
書
館
浦
川
原
分
館
、

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
、
直
江
津
学
び

の
交
流
館
、
教
育
プ
ラ
ザ
、
ユ
ー

ト
ピ
ア
く
び
き
希
望
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　
問
健
康
づ
く
り
推
進

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

１
１
）

地
域
支
え
合
い
事
業
を 

実
施
し
て
い
ま
す

　

各
地
域
自
治
区
（
28
区
）
に
通

い
の
場
を
設
け
、
高
齢
者
の
閉
じ

こ
も
り
予
防
や
交
流
、
生
き
が
い

づ
く
り
、
介
護
予
防
な
ど
を
目
的

と
し
た
、「
す
こ
や
か
サ
ロ
ン
」

や
「
介
護
予
防
教
室
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

０
４
）

日
本
赤
十
字
社
に
加
入
を

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
内
外

の
被
災
地
に
お
い
て
、
医
療
救
護

活
動
や
救
援
物
資
の
配
付
、
義
援

金
の
募
集
・
受
け
付
け
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

日
本
赤
十
字
社
へ
の
加
入
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
加
入
の

申
し
込
み
は
、
町
内
会
に
取
り
ま

と
め
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

費
協
力
金
＝
５
０
０
円
（
目
安
）　

問
福
祉
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
９
３
）

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿 

を
作
成
し
て
い
ま
す

　

災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
所

ま
で
の
誘
導
な
ど
の
支
援
を
迅
速

か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
、
支
援
が

必
要
な
人
の
名
簿
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
名
簿
は
町
内
会
や
警
察
署
、

消
防
署
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
提
供
し
、
災
害
時
に
お
け

る
避
難
支
援
に
活
用
し
ま
す
。
名

簿
へ
の
登
載
を
希
望
す
る
人
は
申

請
が
必
要
で
す
。

対
本
人
や
家
族
の
支
援
だ
け
で
は

避
難
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
在

宅
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
人

・
65
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

詳しくは 詳しくは

　市では、１月に市民3,000人を対象に「市民の声アンケート」を実施
しました。この調査は、市民の皆さんの生活実感や実態、市の各分野の
取り組みに対する満足度・重要度などの意見をお聞きし、「上越市第7
次総合計画 後期基本計画」の策定や、今後の取り組みの改善、見直し
などに反映するために行ったものです。
　調査の結果、現在の生活を「たいへん暮らしやすい」ま
たは「ある程度暮らしやすい」と感じている人は約８割

（76.0%）となりました。
【Q.現在の生活を「暮らしやすい」と思っていますか】

　このほか、詳しい調査結果については市ホームページに公開している
ほか、総合政策課、各総合事務所、南・北出張所、高田・直江津図書館
などで閲覧できます。調査にご協力いただきありがとうございました。

　また、生活実態・生活実感に関する設問では自然の豊かさや治安のよ
さについて実感している人が多い一方、観光・交流や公共交通を課題と
感じる声が多くなっています。

市民の声アンケートの結果をお知らせします
問  総合政策課（☎025-520-5626）

・�

介
護
保
険
で
要
介
護
３
以
上
の

認
定
者
、
障
害
の
あ
る
人
、
難

病
の
あ
る
人
な
ど

申
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
経
由
し
て
登
録
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。※
登
録
に
あ
た
っ

て
は
、
基
本
的
に
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
同
意
が
必
要
で

す　
問
生
活
援
護
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
７
９
）

用
水
路
や
た
め
池
で
の 

水
難
事
故
に
注
意

　

農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
こ
の
時

期
の
農
業
用
の
水
路
や
た
め
池
は
、

水
量
が
多
く
大
変
危
険
で
す
。

　
さ
ら
に
、台
風
や
大
雨
が
重
な
っ

た
場
合
、
急
な
増
水
の
恐
れ
も
あ

り
、よ
り
一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
水
路
や
た
め
池

で
遊
ん
だ
り
、
高
齢
者
が
不
用
意

に
近
づ
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
、

地
域
で
声
が
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
水
産
整
備
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
５
８
）

実感の高い項目（上位3）

順位 項目 実感してい
る人の割合

１ 自然が豊かである 93.1%
２ 治安がよい 90.7%

３ 海や山の幸に恵まれ、食
や特産物が豊富である 85.8%

実感の低い項目（下位3）

順位 項目 実感してい
る人の割合

１ 観光PRが盛んで観光客が多い 10.5％
２ 市外からの来訪者との交流の機会が多い 12.4％
３ バスや鉄道などの生活基盤が整っている 23.0％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

前々回
H30調査

前回
R4調査

今回
R8調査

■たいへん暮らしやすい ■ある程度暮らしやすい ■あまり暮らしやすくない ■全く暮らしやすくない ■無回答

5.8％ 70.2％ 18.7％ 3.0％

5.5％ 71.7％ 15.7％ 3.0％

5.1％ 72.2％ 16.6％ 2.9％

詳しくは
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①�炎天下、暑い場所での長時間
の作業やスポーツは避けま
しょう。

②�外出時は帽子をかぶる、日傘
を差すなど、直射日光に当た
らないように工夫しましょう。

③�吸湿性や通気性の良い衣服を着るなど、服装を工
夫しましょう。

④�室内や車内では室温や湿度を小まめに確認し、扇
風機やエアコンで室温・湿度を調節しましょう。

⑤�薄い食塩水（水1ℓに食塩1～2g程度の割合）な
どで、のどが渇く前に、小まめに水分を補給しま
しょう。

⑥�寝不足や体調が悪いときは、無理をせ
ず、小まめに休憩をとりましょう。

問健康づくり推進課（☎025-520-5711）
●「涼み処」をご利用ください
　市では熱中症対策として、外出先で危険な暑さに
見舞われた場合に、涼みながら休める場所として「涼
み処」を設置します。気軽にご利用ください。また、「涼
み処」の設置協力店舗を募集しています。詳しくは、
市ホームページをご覧ください。
時設置期間＝６月1
日㊊～９月30日㊌　
問 環 境 政 策 課（ ☎
025-520-5689）

▲

熱中症に気をつけましょう�

熱中症にご注意を

協力店舗の募集「涼み処」一覧

●「謙信公役」が決定しました
　８月22日㊏、23日㊐に開催する謙信公祭の「謙信公役」を越後上越 上杉おもてなし武将隊の謙信公が務めます。

●第101回謙信公祭「出陣行列・川中島合戦の再現」の参加者を募集します
　謙信公祭のメインイベントで、鎧兜に身を包み、「侍」になってみませんか。

《ご本人のメッセージ》
　このたび、第101回謙信公祭において、皆様からのご推薦を賜り、上杉謙信公役を務
めることと相なり申した。今年は我ら越後上越上杉おもてなし武将隊にとって、初陣か
ら十五年の節目の年。かかる年に、謙信公祭の主役という大役を賜り、誠に光栄に存ず
るとともに、身の引き締まる思いでござりまする。皆様方の思いに応えられるよう、お
もてなしの心にて祭りを盛り上げ、さらに謙信公の義の心を世に知らしめられるよう、
精一杯努めたいと存じまする。

時８月22日㊏午前11時～午後８時30分（予定）※前 
日のリハーサルに参加できる人に限る※一部武将に
限り別途制限あり　対定○ 一般＝13～65歳程度、
240人（申込順）　○子ども＝小学５・６年生、20
人（申込順）　○ 親子＝小学５・６年生を含む親子、
10組20人（申込順）　費○ 武将＝２万円　○ 副将＝
１万４千円　○旗持＝８千円　○子ども・親子＝３
千円　他コース＝埋蔵文化財センター～春日山城史
跡広場※配役などによりコースが一部変更になりま
す　申申込用紙に必要事項を記入し６月26日㊎ま
でに申込先、または「上越観光Navi」特設サイト

内の申し込みフォームから。詳しくは募集要項をご
覧ください。募集要項および申込用紙は、市役所木
田第二庁舎、各総合事務所、南・北出張所、市民プ
ラザなどに設置するほか、「上越観光Navi」ホーム
ページからダウンロードできます　問○募集に関す
る申し込み・問合せ＝㈱エム・コミュニケーショ
ン（ 〒943-0823 高 土 町1-8-1、 ☎025-520-
4150、FAX025-520-4151）　○ 謙信
公祭に関する問合せ＝謙信公祭協賛会

（観光推進課内、☎025-520-5741、
FAX025-520-5853）

▲

第101回謙信公祭�

詳しくは

●令和８年度キャッチフレーズ
　「あなたらしさが、社会のチカラ」
　職場で、学校で、地域で、家庭で、性別に関係な
く、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同
参画社会」を実現するためには皆さん一人一人の取
り組みが大切です。
　日々の気づきや心がけが、誰もが自
分らしく生きられる社会につながりま
す。この機会に、私たちにできること
は何か、考えてみませんか。

●にいがた女（ひと）と男（ひと）フェスティバル2026
　オンライン講演会
　「木久蔵流 仕事に育児に伝承
の技」と題して、新潟ユニゾン
プラザで開催するセミナーを、
オンラインで視聴します。
時６月28日㊐午後１時30分～３
時30分　所金谷地区公民館　定
70人（申込順）　講林家木久蔵さ
ん（落語家）　申６月５日㊎以降

詳しくは

▲

６月23日㊋～29日㊊は「男女共同参画週間」です
申  問  男女共同参画推進センター（☎025-527-3624）

謙信公役： 越後上越 上杉
おもてなし武将隊の謙信公
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　特殊詐欺電話の撃退や詐欺被害防止に役立つ「通
話録音装置」を、対象となる高齢者に無料で貸し出
します。
　この装置は、電話の着信があった際「この電話は、
振り込め詐欺などの犯罪被害防止のため、会話内容
が自動録音されます」と警告メッセージを流し、会
話内容を自動録音するものです。
　自宅の電話回線と電話機の間に接続するだけで、
簡単に取り付けできます。
対市内に居住する人（住民登録のある人）で「65

歳以上の高齢者のみの世帯」または「日中において
65歳以上の高齢者のみとなる世帯」に属する高齢
者　定台数＝150台（抽選）　他貸出期間５年間。
電話回線や電話機の機種によっては取り付けできな
い場合があります　申貸与申請書に必要事項を記入
し、６月１日㊊～７月
17日㊎の間に市民安全
課または各総合事務所に
持参、郵送、ファクシミ
リ、メール

詳しくは

▲

６月の献血バス運行日程� 問  健康づくり推進課（☎025-520-5712）

　病気やけがの治療に必要な輸血用血液は、人工
的に造ることができず長期保存ができないため、
皆さんの善意の献血が頼りです。ご協力をお願い
します。
　新潟県赤十字血液センターでは、献血Web会
員サービス「ラブラッド」からの予約をおすすめ
しています。会員でない人や初めての人も利用で
き、スムーズに受け付けできます。また、会員登
録すると血液検査の結果がWebで閲覧できるほか、
予約や献血などで貯まるポイントで、記念品がも
らえます。

会　　場 実施日 受付時間

イオン上越店
※毎月第１・３火曜日
　　　第３・４日曜日

２日㊋
16日㊋
21日㊐
28日㊐

10：00～12：00　
13：30～16：00※

※�火曜日は
　15：30まで

㈱丸互 ３日㊌ 13：45～15：30
板倉区総合事務所 12日㊎ 10：00～11：15
頸城区総合事務所 17日㊌ 13：45～15：30
直江津ショッピング
センター・エルマール 20日㊏ 10：00～12：00　

13：30～16：00
上越市教育プラザ 24日㊌ 10：00～11：30
上越信用金庫 有田支店 24日㊌ 13：30～15：30
えちご上越農業協同組合 本店 25日㊍ 13：30～15：30

献血キャラクター けんけつちゃん

献血は命をつなぐ
ボランティアです

詳しくは

　市では、皆さんからの市政に関する
意見や提案を受け付けています。
所市役所木田第一庁舎総合案内および
時間外受付、各総合事務所、南出張所、
レインボーセンター、市民プラザ、高
田図書館、オーレンプラザ、直江津学
びの交流館、教育プラザ
※�頂いた意見・提案に回答するため、

住所、氏名を明記してください。
※�郵送、ファクシミリ（広報対話課行

きと明記してください）、電子メー
ルでも受け付けています。

　市の施設予約はWebででき便利ですが、現地で
の申請書記入が手間です。予約時の情報を活用すれ
ば手続き簡略化が可能であるため、効果的なDX実
現のために改善してほしいです。さらに料金のキャッ
シュレス支払いの導入もしてほしいです。

　市では、Webで施設予約が可能なシステムを導
入しており、このシステムから予約した場合、原則
として窓口での申請書記入は不要としています。ご
意見を受けて確認したところ、一部の施設において、
システムで予約済みの人に対しても現地で申請書の
記入を求める対応が行われていたことから、各施設
の担当部署に対し、システムで予約済みの人には窓
口での記入を求めないよう周知しました。
　なお、施設の利用料金は事前支払いを基本として
おり、システムで予約された際には、クレジットカー
ドやPayPayなどのキャッシュレス決済をご利用い
ただけます。

市民の声ポスト

▲

市民の声を聴くポストを設置しています

▲

通話録音装置を無料で貸し出します

問  広報対話課（〒943-8601 木田1-1-3、☎025-520-5615、FAX025-526-6111、 j-talk@city.joetsu.lg.jp）

問  市民安全課（〒943-8601 木田1-1-3、☎︎025-520-5661、FAX025-526-5061、 shimin-anzen@city.joetsu.lg.jp）

市民の声を聴くポストに寄せられた意見の一部を紹介します

意見

回答
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ク
ル
、
卯
の
花
合
唱
団
、
ゲ
ス
ト　

問
卯
の
花
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
大
潟
地
区
公
民
館
内
、
☎

０
２
５
・
５
３
４
・
４
３
６
７
）

環
境
フ
ェ
ア
２
０
２
６

　

環
境
保
全
へ
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
た
め
、
温
暖
化
対
策
な
ど

の
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
環
境
を

テ
ー
マ
と
し
た
実
験
や
工
作
、
景

品
を
進
呈
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
行

い
ま
す
。

時
６
月
21
日
㊐
午
前
９
時
～
午
後

３
時　
所
上
越
科
学
館　
問
上
越

市
環
境
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
（
上

越
教
育
大
学

内
、☎
０
２
５・

５
２
１
・
３
３

３
１
）

夏
の
柿
崎
中
央
海
岸
外
来
植
物

駆
除
活
動

　

希
少
な
海
岸
植
物
が
多
く
生
育

す
る
柿
崎
海
岸
は
、
市
の
「
自
然

環
境
保
全
地
域
」
で
す
。
近
年
、

外
来
植
物
の
ア
メ
リ
カ
ネ
ナ
シ
カ

ズ
ラ
が
繁
茂
し
、
在
来
の
海
岸
植

物
の
生
育
を
妨
げ
て
い
ま
す
。
外

来
植
物
駆
除
作
業
を
行
い
な
が

ら
、
初
夏
の
海
岸
植
物
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

時
７
月
５
日
㊐
午
前
６
時
30
分
～

７
時
30
分　
所
柿
崎
中
央
海
岸（
集

合
場
所
＝
柿
崎
中
央
海
岸
駐
車
場
）

※
車
で
お
越
し
の
人
は
柿
崎
区
総

合
事
務
所
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い　
他
持
ち
物
＝
長
靴
、
軍

手
（
ご
み
袋
と
ト
ン
グ
は
主
催
者

が
用
意
）　
申
６
月
28
日
㊐
ま
で

に
自
然
環
境
見
守
り
隊
の
吉
田
さ

ん
（
☎
０
８
０
・
５
０
６
３
・
６

５
６
２
）

詳しくは

令
和
８
年
度 

上
越
市
防
災
士
養
成
講
座

　

防
災
士
と
し
て
活
動
す
る
人
を

養
成
し
ま
す
。

時
11
月
７
日
㊏
、８
日
㊐（
２
日
間
）

所
ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き
希
望
館　

対
市
内
に
住
所
を
有
し
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
で
き

る
人　
定
65
人
程
度
（
抽
選
）
※

町
内
会
推
薦
者
を
含
む　
費
１
万

２
千
円
（
教
本
代
、
受
験
料
、
登

録
料
を
含
む
）
※
39
歳
以
下
ま
た

は
女
性
の
受
講
者
は
費
用
の
一
部

を
補
助　
申
問
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
7
月
３
日
㊎

ま
で
に
市
民
安
全
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
６
６
０
）

映
画
鑑
賞
会「
大
河
へ
の
道
」

　

伊
能
忠
敬
を
主
人
公
と
す
る
大

河
ド
ラ
マ
の
誘
致
を
目
指
し
て
奮

闘
す
る
現
代
と
、
日
本
地
図
完
成

に
隠
さ
れ
た
隠
密
作
戦
を
描
い
た

時
代
劇
の
２
つ
の
視
点
で
構
成
さ

れ
る
、笑
い
と
感
動
の
物
語
で
す
。

時
６
月
26
日
㊎　

１
回
目
＝
午
後

２
時
～
、
２
回
目
＝
午
後
６
時
～　

�

所
ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き
希
望
館　

定
４
５
０
人（
６
月
４
日
㊍
午
前

９
時
か
ら
希
望
館
で
配
布
開
始
す

る
入
場
券
が
必
要
。
無
く
な
り
次

第
終
了
）　
問
ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び

き
振
興
財
団

（
☎
０
２
５
・

５
３
０
・
２
７

７
１
）

第
22
回
卯
の
花
音
楽
祭

　
「
日
本
音
楽
教
育
の
母
」
と
称

さ
れ
る
大
潟
区
出
身
の
小
山
作
之

助
を
た
た
え
た
音
楽
祭
で
す
。

時
７
月
20
日
㊊
・
㊗
午
後
１
時
30

分
～
４
時（
午
後
０
時
30
分
開
場
）　

所
ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き
希
望
館　

定
３
０
０
人
（
６
月
４
日
㊍
か
ら

大
潟
地
区
公
民
館
で
配
布
す
る
整

理
券
が
必
要
。
無
く
な
り
次
第
終

了
）　
他
出
演
＝
市
内
音
楽
サ
ー

も
よ
お
し
・
講
座

▲

ガス水道局からのお知らせ�

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 154.16円

26～150㎥ 151.10円

151㎥以上 148.40円

前月検針分に比べ１㎥当たり0.85円の値上げとなります。
※基本料金は変わりません。
問ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

●６月１日㊊～７日㊐は水道週間です
　68回目となる今年の水道週間は、「たいせつな　
水道守ろう　未来へと」をスローガンに、全国でさ
まざまな取り組みが行われています。
　市では、水道水の安全性についてより理解を深め
ていただくため、水源施設を見学する「じょうえつ
の水源めぐり」や、小学生を対象とした「水道出前
講座」などの取り組みを行って
います。私たちの暮らしに欠か
せない水道は、限りある水資源
によって支えられています。こ
の機会に、日頃何気なく使って
いる水について考え、水を大切
に使う心がけを改めて意識して
みましょう。
問ガス水道局経営企画課（☎025-522-5514）

●６月分の都市ガス料金
　原料費調整制度による６月分の
都市ガス料金（一般契約料金）は
下記のとおりです。
　今回のガス料金の調整は、令和
８年１月～３月のLNG等平均原
料価格（貿易統計値）に基づくも
のです。

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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青
田
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

　

環
境
美
化
の
た
め
青
田
川
の
清

掃
を
行
い
ま
す
。

時
６
月
10
日
㊌
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
（
小
雨
決
行
）　
所
伊

勢
橋
水
門
付
近
（
南
本
町
１
）
ま

た
は
往
下
橋
付
近
（
東
本
町
２
）

に
集
合　
問
青
田
川
を
愛
す
る
会

事
務
局
（
南
三
世
代
交
流
プ
ラ
ザ

内
、
☎
０
２
５
・
５
２
１
・
３
７

３
７
）

く
る
み
家
族
園 

イ
ベ
ン
ト
湯

所
問
く
る
み
家
族
園（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
７
４
４
０
）

●
イ
ベ
ン
ト
湯

時
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
湯
＝
６
月
14
日

㊐
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
湯
＝
６
月
28

日
㊐
の
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午

後
９
時　
費
一
般
５
０
０
円
、小・

中
学
生
２
５
０
円
（
シ
ニ
ア
パ
ス

ポ
ー
ト
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の
提

示
に
よ
る
割
引
制
度
あ
り
）

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

in
上
越

　

福
祉
法
人
の
採
用
担
当
者
と
直

接
面
談
し
、
情
報
交
換
な
ど
が
で

き
る
合
同
就
職
説
明
会
で
す
。
ま

た
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
資
格

取
得
方
法
な
ど
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。

時
６
月
27
日
㊏
午
後
０
時
20
分
～

３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
対

求
職
者
、
学
生
、
福
祉
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
人　
他
上
越
地
域
の

13
法
人
が
出
展
予
定　
問
新
潟
県

社
会
福
祉
協
議

会（
☎
０
２
５・

２
８
１
・
５
５

２
３
）

精
神
障
害
の
あ
る
人
の 

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
講
座 

２
０
２
６

　

自
分
を
は
じ
め
、
全
て
の
人
の

力
を
信
じ
、
互
い
を
尊
重
し
支
え

合
う
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
に
つ
い

て
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。
つ
な
が

り
の
中
で
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
６
月
12
日
㊎
、
19
日
㊎
、
26
日

㊎
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分
（
原
則
3
回
参
加
）　

所
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ　
対
精
神

障
害
の
あ
る
人
お
よ
び
そ
の
家

族
、支
援
者　
定
30
人
（
申
込
順
）　

費
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
６
５
０

円
別
途
）　
申
問
６
月
５
日
㊎
ま

で
に
上
越
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
☎
０
２
５
・
５
２
４
・
７
５

０
０
）

上
越
市
福
祉
事
業
所
合
同
説
明
会

　

福
祉
事
業
所
が
一
堂
に
会
し
取

り
組
み
を
説
明
す
る
、
ブ
ー
ス
訪

問
形
式
の
合
同
説
明
会
で
す
。
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
説

明
す
る
ほ
か
、福
祉
課
の
相
談
ブ
ー

ス
も
設
置
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る

人
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら

す
た
め
に
、
将
来
や
居
場
所
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
６
月
13
日
㊏
午
前
10
時
～
正
午　

所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
対
障
害
児・

者
お
よ
び
そ
の
保
護
者
、支
援
者
、

学
校
教
諭
な
ど　
他
来
場
者
に
は

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
参
加
事
業

所
の
概
要
を
ま
と
め
た
冊
子
を
提

供
し
ま
す　
問

福
祉
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
６
９
４
）

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
有
償 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

高
齢
者
を
対
象
に
市
が
行
う
訪

問
型
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
話

し
相
手
や
安
否
確
認
、家
事
援
助
）

を
担
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
し
ま
す
。

時
①
６
月
26
日
㊎
、
②
7
月
9
日

㊍
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
～
正

午　
所
①
浦
川
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
、
②
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ　

申
問
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
上
越

市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
０
２
５・

５
２
６
・
１
５
１
５
）

人
生
い
ろ
い
ろ 

～
人
生
会
議
っ
て
な
ぁ
に
？
～

　

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
の
取
り
組
み
「
人
生
会
議
」

に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

時
６
月
28
日
㊐
午
後
１
時
～
５
時　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
定
２
０
０
人

（
申
込
順
）　
他
薬
剤
師
に
よ
る
健

康
測
定
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま
す　

申
問
６
月
４
日
㊍
以
降
に
上
越
薬

剤
師
会
（
☎
０

２
５・５
２
０・

７
６
１
１
）

私
は
私
ら
し
く
歩
い
て
行
こ
う
！

「
い
つ
で
も
カ
フ
ェ
」

　

暮
ら
し
の
こ
と
、
か
ら
だ
や
心

の
こ
と
な
ど
、
一
緒
に
お
話
し
し

ま
せ
ん
か
。

時
６
月
10
日
㊌
、
25
日
㊍
、
７
月

８
日
㊌
、
23
日
㊍
い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
正
午　
所
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
コ
ー
ヒ
ー
上
越
店
（
下
門
前
）　

定
各
日
15
人
（
申
込
順
）　
費
無

料
（
飲
み
物
は
各
自
店
内
で
購
入
）
　

申
問
６
月
４
日
㊍
～
開
催
日
前
日

ま
で
に
リ
ボ
ー
ン
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５・５
３
０・

７
８
０
２
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」

　

認
知
症
の
人
や
介
護
家
族
、
認

知
症
の
介
護
に
関
心
が
あ
る
人
を

対
象
に
情
報
交
換
を
行
う
ほ
か
、

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
悩
み
な

ど
を
共
有
し
ま
す
。

時
６
月
20
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
費

２
０
０
円　
問
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
新
潟
県
支
部
上
越
地
区
の

田
中
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
４
２

３
・
０
６
７
５
）

認
知
症
を
し
ろ
う 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

時
所
①
６
月
19
日
㊎
・
オ
ー
レ
ン

プ
ラ
ザ
、
②
７
月
３
日
㊎
・
安
塚

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
、
③
７
月

17
日
㊎
・
板
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～

３
時
30
分　
定
20
人
（
申
込
順
）　

申
問
①
＝
６
月
５
日
㊎
～
18
日
㊍
、

②
＝
６
月
19
日
㊎
～
７
月
２
日
㊍
、

③
＝
７
月
３
日
㊎
～
16
日
㊍
の
間

に
上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

０
２
５
・
５
２

６・１
５
１
５
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは



くらしの情報

無
料
相
談

募
　
集

も
よ
お
し
・
講
座

お
知
ら
せ

も
よ
お
し
・
講
座

2026・６　広報 じょうえつ 20

赤
十
字
フ
ェ
ア
２
０
２
６

　

事
故
を
防
ぎ
、
命
を
守
る
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

救
急
法
（
乳
幼
児
・
成
人
の
心

肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
）、

水
上
安
全
法
（
水
の
事
故
防
止
）、

幼
児
安
全
法
（
け
が
や
病
気
の
手

当
）、
防
災
訓
練
（
防
災
グ
ッ
ズ

の
展
示
）
の
４
つ
の
ブ
ー
ス
を
体

験
で
き
ま
す
。

時
６
月
14
日
㊐
午
前
11
時
30
分
～

午
後
４
時　
所
無
印
良
品
直
江
津

Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ　
問
福
祉
課

（
☎
０
２
５・５
２
０・５
６
９
３
）

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー 

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

乳
幼
児
を
持
つ
マ
マ
・
パ
パ
の

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

今
ど
き
の
子
育
て
事
情
、
子
ど
も

の
事
故
予
防
と
対
応
、
子
ど
も
の

発
達
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
７
月
６
日
㊊
、
13
日
㊊
、
16
日

㊍
、
22
日
㊌
、
24
日
㊎
い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
正
午（
全
５
回
・
連

続
講
座
）　
所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　

定
25
人
（
抽
選
）　
申
問
６
月
26

日
㊎
ま
で
に
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５

２
５
・
０
３
５
５
）

じ
ょ
う
え
つ
子
育
て
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ 

お
し
え
て
！「
入
園
制
度
の
こ
と
」

　

保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
の
入
園
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
利
用
手
続
き
な
ど
を
説
明
し

ま
す
。

時
①
7
月
８
日
㊌
、
②
10
日
㊎
、

③
14
日
㊋
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
所
①
オ
ー
レ
ン
プ
ラ

ザ
、
②
③
市
民
プ
ラ
ザ　
対
子
育

て
中
の
保
護
者　
定
各
回
50
人（
抽

選
）　
申
問
6
月
22
日
㊊
ま
で
に

二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
じ
ょ
う
え

つ
子
育
て
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ（
☎
０
２
５・

５
２
６
・
１
２
１
４
）

保
育
ル
ー
ム
あ
り　
対
６
カ
月
以
上

～
就
園
前　
申
６
月
22
日
㊊
ま
で

（
抽
選
）

詳しくは

２
０
２
６
年
度
上
越
妙
高 

ジ
ュ
ニ
ア
も
く
も
く
会（
前
期
）

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
、
応
用
を
学
ぶ

講
習
会
で
す
。

時
６
月
13
日
～
９
月
19
日
の
間
の

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日 

午
前

９
時
～
正
午　
所
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ 

ｏ

ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
（
大
和
５
）　
対
16

歳
以
下
の
小
学
生
～
高
校
生　
費

１
回
５
０
０
円　
申
問
６
月
12
日

㊎
ま
で
に
上
越
教
育
大
学
情
報
メ

デ
ィ
ア
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
・
５
２
１
・
３
６
８
１
、

m
okum

oku@
juen.ac.jp

）

詳しくは

第
６
回「
Ｕ‒

16
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
」事
前
講
習
会

　

11
月
に
開
催
予
定
の
「
Ｕ
‐
16

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
向
け
て
、
事
前
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
学
び
ま
す
。
初
め
て
の
人

も
大
歓
迎
で
す
。

時
６
月
13
日
～
９
月
19
日
の
間
の

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日　

午
前

９
時
～
正
午　
所
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ 

ｏ

ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ（
大
和
５
）　
対
16
歳

以
下
の
人　
申
問
６
月
12
日
㊎
ま

で
に
Ｕ
‐
16
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
上
越
妙
高
実
行
委
員
会

（
☎
０
２
５・５
２
１・２
９
７
７
、

u16procon@
oraja.jp

）
詳しくは

お
仕
事
興
味・自
己
分
析

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

仕
事
探
し
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
自

分
の
で
き
る
仕
事
、
や
り
た
い
仕

事
を
見
つ
け
る
た
め
の
講
座
で
す
。

時
７
月
22
日
㊌
午
後
２
時
～
４
時　

所
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越　
対
15
～

49
歳
の
就
労
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人　
定
10
人（
申
込
順
）　
申
問

６
月
４
日
㊍
～
７
月
21
日
㊋
の
間

に
上
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
２
５
・
５
２�

４・３
１
８
５
、info@

j-saposute.�
jp

）第
１
回
小
川
未
明
文
学
館
講
座

　
「
黒
姫
の
児
童
文
学
」
と
題
し
、

黒
姫
童
話
館
建
設
に
つ
い
て
や
、

そ
の
土
台
と
な
る
黒
姫
に
山
荘
を

建
て
た
赤
羽
末
吉
・
い
わ
さ
き
ち

ひ
ろ
・
い
ぬ
い
と
み
こ
な
ど
の
黒

姫
秘
話
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

時
７
月
11
日
㊏
午
後
２
時
～
３
時

30
分　
所
高
田
図
書
館　
定
30
人

（
抽
選
）　
講
山
原
清
孝
さ
ん
（
黒

姫
童
話
館
学
芸
員
）　
申
問
６
月

30
日
㊋
ま
で
に
小
川
未
明
文
学
館

（
☎
０
２
５・５
２
３・１
０
８
３
）

詳しくは

正
善
寺
工
房「
体
験
教
室
」

申
問
申
し
込
み
方
法
や
定
員
な
ど

詳
し
く
は
、
正
善
寺
工
房
（
☎
０

２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
押
し
寿
司
教
室

時
６
月
９
日
㊋
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
ビ
ー
ズ
教
室

時
６
月
12
日
㊎
午
後
１
時
30
分
～

費
２
５
０
０
円

●
ち
ま
き
作
り
教
室

時
６
月
16
日
㊋
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
寄
せ
植
え
教
室

時
６
月
17
日
㊌
午
後
１
時
30
分
～

費
３
５
０
０
円

●
地
場
野
菜
料
理
教
室

時
６
月
23
日
㊋
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
梅
干
し
漬
け
教
室

時
６
月
30
日
㊋
午
前
10
時
～

費
７
５
０
円
（
材
料
費
別
途
）

詳しくは



くらしの情報

無
料
相
談

募
　
集

も
よ
お
し
・
講
座

お
知
ら
せ

も
よ
お
し
・
講
座

2026・６　広報 じょうえつ21

善
導
大
師
立
像（
重
要
文
化
財
）

拝
観
と
写
経
体
験

　

重
要
文
化
財
の
見
学
と
写
経
体

験
を
通
じ
て
、
寺
町
の
歴
史
や
魅

力
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

時
６
月
13
日
㊏
午
後
１
時
30
分

～
３
時　
所
善
導
寺
（
寺
町
２
）　

定
25
人
（
申
込
順
）　
費
５
０
０

円　
申
６
月
４
日
㊍
～
12
日
㊎
の

間
に
寺
町
２
丁
目
町
内
会
館
（
☎

０
２
５
・
５
２
４
・
８
９
８
７
）　

問
寺
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
斉

藤
さ
ん
（
☎
０
９
０・１
６
９
３・

５
１
７
５
）

令
和
８
年
度 

教
科
書
展
示
会

　

児
童
生
徒
が
使
用
す
る
教
科
書

を
展
示
し
ま
す
。教
科
書
セ
ン
タ
ー

に
加
え
、
高
田
図
書
館
と
直
江
津

図
書
館
で
、
同
じ
期
間
の
開
館
時

間
に
小
学
校
用
と
中
学
校
用
の
教

科
書
を
展
示
し
ま
す
。

時
６
月
12
日
㊎
～
25
日
㊍
午
前
９

時
30
分
～
午
後
６
時
（
土
曜
日
は

午
後
４
時
ま
で
、日
曜
日
は
閉
館
）　

他
展
示
教
科
書
＝
小
学
校
用
教
科

書
、
中
学
校
用
教
科
書
、
高
等
学

校
用
教
科
書　
所
問
上
越
教
科
書

セ
ン
タ
ー
（
教
育

プ
ラ
ザ
２
階
、
☎

０
２
５・５
４
５・

９
２
４
７
）

第
55
回
上
越
市
民
芸
能
祭

問
社
会
教
育
課
（
☎
０
２
５
・
５

４
５
・
９
２
５
４
）

●
民
謡・民
舞
の
つ
ど
い

　

市
内
の
民
謡・民
舞
の
団
体
が
、

唄
や
踊
り
な
ど
日
頃
の
稽
古
の
成

果
を
披
露
し
ま
す
。

時
６
月
14
日
㊐
午
後
１
時
～
４
時

（
正
午
開
場
）　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
上
越

●
合
唱
の
つ
ど
い

　

市
内
外
26
の
合
唱
団
体
が
日
頃

の
練
習
成
果
を
披
露
し
作
曲
家
の

阿
部
亮
太
郎
さ
ん
が
講
評
を
行
い

ま
す
。
今
年
は
第
39
回
久
比
岐
野

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
合
同
開

催
し
ま
す
。

時
７
月
５
日
㊐
午
前
11
時
～
午

後
４
時
（
午
前
10
時
30
分
開
場
）　

所
上
越
文
化
会
館

詳しくは

令
和
８
年
度 

「
吹
上・釜
蓋
遺
跡
ま
つ
り
」

　

弓
矢
で
的
当
て
、
勾
玉
作
り
、

ミ
ニ
土
器
作
り
な
ど
が
体
験
で
き

ま
す
。

時
６
月
６
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

２
時　
所
釜
蓋
遺
跡
公
園　
問
吹

上・釜
蓋
遺
跡
応
援
団
事
務
局（
釜

蓋
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
内
、
☎
０
２

５
・
５
２
０
・
７
１
６
６
）

詳しくは

じ
ょ
う
え
つ
歴
史
講
座 

入
門
編 

「
弥
生
時
代
の
上
越
の
墓
」

　
上
越
の
遺
跡
や
歴
史
に
つ
い
て
、

弥
生
時
代
の
お
墓
を
テ
ー
マ
に
、

学
芸
員
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し

し
ま
す
。
終
了
後
「
参
加
者
同
士

の
語
り
合
い
」（
希
望
者
の
み
）

を
行
い
ま
す
。

時
６
月
20
日
㊏
座
学
＝
午
前
９
時

30
分
～
10
時
30
分　

語
り
合
い
＝

午
前
10
時
40
分
～
11
時　
所
釜
蓋

遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス　
問
文
化
行
政

課
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・
９
２

６
９
）

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル
の

も
よ
お
し

所
問
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル

（
☎
０
２
５・５
２
４・３
１
３
０
）

①
夏
期
大
人・子
供
水
泳
教
室

時
７
月
25
日
㊏
～
８
月
25
日
㊋　

申
６
月
15
日
㊊
～
30
日
㊋（
抽
選
）　

他
申
込
期
間
内
に
体
験
教
室
を
実

施
し
ま
す

②
わ
ん
ぱ
く
水
遊
び
天
国

　

プ
ー
ル
で
楽
し
く
遊
ぼ
う

時
６
月
27
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分　
他
こ
ど
も
の
日
パ
ス

ポ
ー
ト
持
参
で
入
館
無
料

詳しくは

上
越
‐
健
康
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
Ｊ
‐
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）教
室

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
ほ

か
、
自
身
の
体
組
成
と
運
動
機
能

を
測
定
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
や

肥
満
の
予
防
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

時
７
月
１
日
～
８
月
26
日
（
８
月

12
日
を
除
く
）
の
間
の
毎
週
水
曜

日
（
全
８
回
）
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
（
８
月
５
日
の
み
正
午

ま
で
）　
所
総
合
体
育
館　
対
20

歳
以
上　
定
30
人
（
抽
選
）　
費

２
千
円　
申
問
６
月
10
日
㊌
ま
で

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・

９
２
４
６
、

sports-k@
city.

joetsu.lg.jp

）

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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観
蓮
会 

第
２
回
に
こ
二
胡
”オ
ー
レ
“

　

規
模・美
し
さ
か
ら
「
東
洋
一
」

と
も
い
わ
れ
る
高
田
城
址
公
園
の

蓮
花
群
を
、
蓮
と
縁
の
深
い
中
国

の
伝
統
楽
器
「
二
胡
」
の
音
色
と

と
も
に
楽
し
み
ま
す
。

時
８
月
11
日
㊋
・
㊗　

①
二
胡
勉

強
会
な
ど
に
よ
る
演
奏
、体
験
会
、

太
極
拳
や
紙
芝
居
と
の
コ
ラ
ボ
な

ど
＝
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

②

二
胡
界
の
若
き
プ
リ
ン
セ
ス
桐
子

（
Ｋ
ｉ
Ｒ
ｉ
Ｋ
ｏ
）二
胡
コ
ン
サ
ー

ト
＝
午
後
３
時
～
５
時
（
午
後
２

時
30
分
開
場
）　
費
②
コ
ン
サ
ー

ト
前
売
り
券
＝
一
般
４
０
０
０
円

（
当
日
券
は
５
０
０
円
増
）、
高
校

生
以
下
１
５
０
０
円
※
全
席
自
由
、

未
就
学
児
入
場
不
可
、
チ
ケ
ッ
ト

は
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
な
ど
で
販
売　

他
会
場
で「
夏
の
ひ
ん
や
り
ス
イ
ー

ツ
」ま
つ
り
同
時
開
催　
所
問
オ
ー

レ
ン
プ
ラ
ザ
（
☎
０
２
５
・
５
２

５
・
１
３
１
１
）

直
江
津
図
書
館
の 

読
み
聞
か
せ
と
工
作

所
問
直
江
津
図
書
館（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
３
２
３
２
）

●
英
語
の
わ
ら
べ
う
た
の
会 

ス
ペ
シ
ャ
ル

　

英
語
絵
本
な
ど
を
読
み
ま
す
。

時
６
月
14
日
㊐
午
前
11
時
～
11
時

30
分

●
お
は
な
し
と
こ
と
こ
の
お
は
な

し
た
い
む

　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を
読

み
ま
す
。

時
６
月
20
日
㊏
午
前
11
時
～
11
時

30
分

●
お
は
な
し
会

時
６
月
20
日
㊏
午
後
３
時
～
３
時

30
分
（
毎
週
土
曜
日
開
催
）

●
牛
乳
パ
ッ
ク
で
う
ち
わ
を
作
ろ
う

時
６
月
20
日
㊏

午
前
10
時
～
午

後
４
時

コ
ー
ロ・フ
ァ
ン
チ
ュ
リ
ン

コ
ン
サ
ー
ト

　

合
唱
グ
ル
ー
プ
コ
ー
ロ
・
フ
ァ

ン
チ
ュ
リ
ン
が
28
周
年
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
の

前
半
は
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
や
ヘ

ン
デ
ル
な
ど
イ
タ
リ
ア
歌
曲
を
中

心
に
、
後
半
は
「
浜
辺
の
歌
」
や

「
ゆ
き
」な
ど
日
本
の
歌
を
中
心
に
、

重
唱
な
ど
を
加
え
て
全
12
曲
披
露

し
ま
す
。

時
６
月
７
日
㊐
午
後
３
時
～
４
時

（
午
後
２
時
30
分
開
場
）　
所
オ
ー

レ
ン
プ
ラ
ザ　
費
前
売
り
券
、
当

日
券
い
ず
れ
も
千
円
（
前
売
り
券

は
、オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
で
も
販
売
）

※
全
席
自
由　
問
コ
ー
ロ
・
フ
ァ

ン
チ
ュ
リ
ン
（
☎
０
８
０
・
３
１

４
０
・
１
４
１
０
）

上
越
市
和
装
礼
法
親
子
教
室

　

親
子
で
浴
衣
の
着
装
や
マ
ナ
ー

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
着
物

や
帯
は
す
べ
て
貸
し
出
し
ま
す
。

時
６
月
７
日
〜
７
月
19
日
の
間
の

毎
週
日
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

（
全
７
回
）　
所
春
日
謙
信
交
流
館　

対
小
学
１
年
生
～
高
校
生
と
そ
の

保
護
者
（
子
ど
も
一
人
で
の
参
加

も
可
）　
申
問
上
越
市
和
装
礼
法

親
子
教
室
実
行
委
員
会
の
長
﨑
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
５
５
３
７
・
８

２
２
４
）

ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
写
真
展 

「
第
41
回
」

　

頸
城
地
方
や
長
野
県
な
ど
で
撮

影
し
た
美
し
い
山
、
高
山
植
物
、

ブ
ナ
林
な
ど
自
然
風
景
写
真
（
Ａ

２
、
Ａ
３
サ
イ
ズ
）
を
約
40
点
展

示
し
ま
す
。

時
６
月
19
日
㊎
～
21
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
６
時
（
21
日
は
午
後
５

時
ま
で
）　
所
小
川
未
明
文
学
館　

問
久
比
岐
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
グ

ラ
フ
ァ
ー
ズ
事
務
局
の
石
倉
さ
ん

（
☎
０
２
５・５
２
３・２
４
７
５
）

上
越
教
育
大
学
公
開
講
座

　

講
座
日
程
や
申
込
受
付
期
間
な

ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
問
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
上
越
教

育
大
学
研
究
連
携
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
１
・
３
６
６
５
、
FAX
０

２
５
・
５
２
１
・
３
６
２
１
、

chiiki@
juen.ac.jp

）

●
６
月
申
し
込
み
の
公
開
講
座

①
楽
し
い
物
理
実
験

対
小
学
生
（
５
・
６
年
生
）、
中

学
生
、
高
校
生
、
一
般　
費
高
校

生
以
下
２
６
０
０
円
、
一
般
５
２

０
０
円

②
小
中
学
生
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ラ
ボ

（
基
礎
編
）

対
小
学
生
（
４
～
６
年
生
）、
中

学
生　
費
３
６

０
０
円　

詳しくは

詳しくは
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謙
信
公
の
足
跡
を
た
ど
る 

い
ざ
春
日
山
へ

　

義
の
武
将
・
上
杉
謙
信
公
の
城

跡
を
め
ぐ
る
「
春
日
山
探
訪
会
」

で
す
。
講
師
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
歩
き
ま
す
。

時
６
月
28
日
㊐
午
前
９
時
〜
正
午　

所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

集
合　
対
小
学
生
以
上　
定
40
人

（
申
込
順
）　
講
小
島
幸
雄
さ
ん

（
市
文
化
行
政
課
学
芸
員
）　
他
山

歩
き
が
で
き
、
当
日
の
天
候
に
対

応
で
き
る
服
装　
申
問
６
月
22
日

㊊
ま
で
に
春
日
山
町
１
丁
目
町
内

会
館
（
☎
・
FAX
０
２
５
・
５
２

５
・
５
９
０
３
、

w
71v-k03@

joetsu.ne.jp

）

ワ
ー
ク
パ
ル
上
越
の
も
よ
お
し

問
ワ
ー
ク
パ
ル
上
越（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
５
１
１
１
）

●「
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」受
講

生
募
集

　

各
講
座
の
開
催
日
や
受
講
料
な

ど
は
館
内
に
あ
る
募
集
案
内
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
上
越
地
域
在
住
の
18
歳
以
上
の

人　
定
15
人
（
申
込
順
）　
申
６

月
５
日
㊎
以
降
（
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
に
ワ
ー
ク
パ
ル
上
越
窓

口
ま
た
は
電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら

●
尺
八
演
奏
会
＆
体
験
教
室

時
６
月
14
日
㊐
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

※
前
半
＝
尺
八
演
奏

会
、
後
半
＝
尺
八
体
験　
費
５
０

０
円　
講
上
越
尺
八
ク
ラ
ブ

●
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
料
理

時
６
月
26
日
㊎
①
午
後
１
時
30
分

～
３
時
、
②
午
後
７
時
〜
８
時
30

分　
費
２
５
０
０
円
（
材
料
費
込

み
）　
講
梅
田
み
ど
り
さ
ん　

●
ゆ
か
た
の
着
付
け

時
７
月
１
日
㊌
午
後
７
時
～
８
時

30
分　
費
１
０
０
０
円　
講
京
都

き
も
の
学
院

詳しくは

第
24
回「
写
楽
上
越
」写
真
展

　

自
由
な
発
想
で
撮
影
し
た
約
40

品
の
力
作
を
展
示
し
ま
す
。

時
６
月
12
日
㊎
～
14
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
６
時
（
14
日
は
午
後
５

時
ま
で
）　
所
小
川
未
明
文
学
館　

問
写
楽
上
越
の
小
日
向
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
２
７
２
２
・
３
０
６

９
）第

21
回
ふ
く
し
の
ひ
ろ
ば

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
内
の
福

祉
施
設
や
団
体
が
一
堂
に
会
し
、

製
品
・
飲
食
物
の
販
売
の
ほ
か
、

音
楽
団
体
に
よ
る
演
奏
を
行
い
ま

す
。

時
６
月
13
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

２
時　
所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
問

ふ
く
し
の
ひ
ろ
ば
実
行
委
員
会

（
（福）
上
越
頸
城
福
祉
会
夕
映
え
の

郷
内
、
☎
０
２
５
・
５
３
４
・
３

１
０
０
）

普
通
救
命
講
習

　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除

去
、
止
血
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
７
月
19
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午　

定
20
人
（
申
込
順
）　
所
上
越
地

域
消
防
局　
申
問
６
月
29
日
㊊
～

７
月
５
日
㊐
の
間
に
上
越
消
防
署

（
☎
０
２
５・５
４
４・０
１
１
９
）

●６月のクラフト体験「苔テラリウム」
　インテリアとして人気の苔テラリウムを作ります。
時６月の土・日曜日午前10時～午後３時30分 所くわどり
市民の森管理棟　対小学生以下は保護者の同伴が必要　費

500円(未就学児は無料)
●夏の昆虫観察会とミニ木工作体験
　夏の森にいるいろいろな昆虫の採集・観察とミニ木工作をします。
時６月28日㊐、７月５日㊐午前９時～正午　所集合＝くわどり湯ったり村
駐車場　対小学生以下は保護者の同伴が必要　定各日15人
（申込順）　費500円（未就学児は無料）　申６月５日㊎以降
●無料送迎バス運行中
　くわどり湯ったり村と市民の森管理棟を往復す
る無料送迎バスを運行しています。
時土・日曜日、祝日午前10時～午後３時の間、
１時間おきに運行

▲

くわどり市民の森のもよおし
問  くわどり市民の森管理棟（☎090-5775-1208）

詳しくは
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●エコもっとFree
　うみがたりのスタッフと一緒に海岸
清掃活動を行う環境学習プログラム。
マイクロプラスチックの採取や漂着物
の解説のほか、それらが生きものに与
える影響についても学びます。
時６月７日㊐午前11時～（30分程度）　所船見公園

●特別展「今日からあなたもペンギンスタッフ」
　「新人ペンギンスタッフ」の気持ちになりきり、
給餌や健康管理、繁殖管理などの仕事をクイズや展
示を通して楽しみなが
ら学びます。
時６月14日㊐まで
所上越市立水族博物館

▲

上越市立水族博物館「うみがたり」のもよおし� 問  上越市立水族博物館（☎025-543-2449）

詳しくは

▲

男女共同参画推進センター講座� 申  問  ６月５日㊎以降に男女共同参画推進センター（☎025-527-3624）

●知っておきたい“お産”のこと―女性の健康と権利
が守られる出産とは

　さまざまな出産や子育てのかたちから、出産にま
つわる女性の健康と権利について考える講座です。
　日本のみならず世界の出産について長年研究され
ている講師のお話を聞いて、お産について一緒に考
えてみませんか。
時７月４日㊏午前10時～正午　所オーレンプラザ　
定30人（申込順）　講松岡悦子さん（奈良女子大学 
文化人類学 名誉教授）　
保育ルームあり 対６カ月以上～就学前　定５人程度

（申込順）申６月23日㊋まで
●Z世代に選ばれる職場づくり
　～男性育休で企業が元気になるヒント～
　男性育休の推進は、若い世代に選ばれる企業づく
りにつながる経営戦略の一つです。支え合う職場づ

くりを進め、企業が元気になるためには、どのよう
な取り組みが必要なのでしょうか。行政からの情報
提供や国の「えるぼし認定」などを取得している市
内企業の取り組みを参考に一緒に考える講座です。
時７月14日㊋午後２時～４時　所市民プラザ　定
30人（申込順）　講事例発表＝関原英里子さん（（有）
京美容室 代表取締役）
●わたしたちのお産展
　お産のことを、もっと身近に話せたら。写真展と、
カメラマンも参加する語り合いの時間を通して、性
別に関わらずそれぞれの立場から、出産や女性の健
康、生き方について考えてみませんか。
時写真展＝７月16日㊍～20日㊊・㊗、
お産を語る会＝７月19日㊐午前11時～
午後０時30分　所無印良品直江津Open 
MUJI　定お産を語る会＝15人（申込順）

詳しくは

　東北電力（株）上越火力発電所の仕事を学び、構内の見学を通じて、エネルギー拠点である直江津港の役割を学
びます。
時７月15日㊌　午前の回＝午前９時～11時45分、午後の回＝午後1時15分～４
時　所集合場所＝直江津港佐渡汽船ターミナル（港町１）　対小学４年生以上（小
学生は保護者の同伴が必要）　定各回30人（抽選）　費100円（保険料相当）　他
天候などにより内容を変更、中止する場合あり　申６月24日㊌ま
でに希望する回、氏名（フリガナ）、年齢、郵便番号、住所、電話
番号、メールアドレスを明記の上、市ホームページの申し込みフォー
ム、メールまたはファクシミリで問い合わせ先

▲

直江津港見学会～発電所を知ろう～
問  産業立地課（☎025-520-5737、 naoetsu-port@city.joetsu.lg.jp、FAX025-520-5852)

詳しくは
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　まちづくりの指針である「上越市第7次総合計画」（令和５年度～12年度）
の後期（令和９年度～12年度）の取り組みをまとめた「後期基本計画」を
策定するため、市民の皆さんに市の現状や課題などをお伝えするとともに、
今後の取り組みについて話し合います。

開催日 時間 会場 定員
６月３日㊌

午後６時30分～８時

浦川原コミュニティプラザ 50人
６月４日㊍ ユートピアくびき希望館 60人
６月５日㊎ 板倉コミュニティプラザ 50人
６月８日㊊ 市民プラザ 50人

※�申し込みは不要です。お住まいの地域に関わらず、都合のよい日時、会場
に気軽にお越しください。

▲

まちづくり市民意見交換会� 問  総合政策課（025-520-5626）

　直江津港と佐渡・小木港を結ぶ「小木直江津航路」を盛り上げ、上越市と
佐渡市の魅力を多くの人に知っていただくため、「越佐まぐろ祭り」を開催
します。会場では、まぐろの解体ショーをはじめ、両市の名店が握る佐渡産
まぐろのお寿司を販売するほか、両市の地酒の紹介・販売も行います。ステー
ジでは、世界的に活躍する「太鼓芸能集団 鼓童」や、佐渡を代表する伝統
芸能「鬼太鼓」が迫力ある演奏を披露します。このほか、金塊つかみ取り体
験やサザエつかみ取り体験など、子どもから大人まで楽しめる
催しが盛りだくさんです。「食」「文化」「体験」を通して、佐
渡の魅力を身近に感じられる一日。ぜひご家族や友人とお出か
けください。
時６月21日㊐午前９時30分～午後４時　所直江津屋台会館

▲

越
えっ

佐
さ

まぐろ祭り～直江津港開港60周年・直江津港湾協会設立70周年記念～
問  越佐まぐろ祭り実行委員会事務局（☎070-8594-1281)

詳しくは

鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手

　

令
和
７
年
度
に
は
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
に
よ
る
農
業
被
害
の
ほ
か
、

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
も
発
生
し

ま
し
た
。
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
担
う

猟
友
会
の
体
制
強
化
に
向
け
て
、

新
規
入
会
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

狩
猟
免
許
な
ど
の
取
得
や
捕
獲
技

術
向
上
に
向
け
た
支
援
制
度
も
あ

り
ま
す
。
申
問
農
業
振
興
課　

中

山
間
地
域
農
業
対
策
室
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・
５
７
５
５
）

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員

　

市
長
や
市
議
会
議
員
の
報
酬
な

ど
を
審
議
し
ま
す
。

時
平
日
、
年
１
回
程
度　
対
18
歳

以
上
の
市
民
（
高
校
生
を
除
く
）　

定
３
人　
他
○
任
期
＝
８
月
25
日

㊋
か
ら
２
年
間　
○
報
酬
＝
１
回

５
千
円
（
交
通
費
別
途
）　
○
選

考
＝
応
募
動
機
、
作
文
な
ど
を
考

慮　
申
問
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
７
月
10
日
㊎
（
必
着
）

ま
で
に
「
特
別
職
の
報
酬
等
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
文
を
添
え
て
、
人
事
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
１
９
）

募　

集

詳しくは

詳しくは
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上
越
ま
つ
り
大
花
火
大
会 

（
直
江
津
地
区
）の
ス
ポ
ン
サ
ー

問
直
江
津
祇
園
祭
協
賛
会
事
務
局

（
上
越
商
工
会
議
所
内
、☎
０
２
５・

５
２
５
・
１
１
８
５
）

○
大
花
火
大
会

時
７
月
26
日
㊐
午
後
８
時　
所
関

川
河
口
付
近　

●
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

　

花
火
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

企
業
と
、
慶
祝
を
記
念
し
て
花
火

を
打
ち
上
げ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を

募
集
し
ま
す
。

他
花
火
の
種
類
＝
打
上
げ
花
火
、

仕
掛
け
花
火
（
ス
タ
ー
マ
イ
ン
）　

費
１
発
当
た
り
の
金
額　
○
３
号

玉
＝
８
千
円
※
３
発
以
上
に
限
る　

○
５
号
玉
＝
２
万
２
千
円　
○
７

号
玉
＝
４
万
４
千
円　
○
10
号
玉

＝
８
万
８
千
円　
○
ス
タ
ー
マ
イ

ン
＝
29
万
円
～　
申
６
月
10
日
㊌

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先

●
観
覧
席

所
船
見
公
園　
費
１
席
２
千
円　

定
２
０
０
席
（
抽
選
）　
申
７
月

６
日
㊊
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先

第
３
回
お
は
な
し
ジ
ャ
ン
ボ
リ 

”オ
ー
レ
“参
加
団
体・個
人

　

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
全
館
が
「
物

語
の
館
」
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
団
体
・
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
申
込
先
に
配
置
の
募
集

書
類
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

時
８
月
30
日
㊐　
対
市
内
を
主
な

「
お
は
な
し
会
」
の
活
動
拠
点
と

し
て
い
る
団
体
・
個
人　
申
問
６

月
10
日
㊌
正
午
（
必
着
）
ま
で
に

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
（
☎
０
２
５
・

５
２
５
・
１
３
１
１
）

上
越
市
保
育
士
等 

人
材
バ
ン
ク
登
録
者

　

保
育
士
な
ど
と
し
て
働
き
た
い

人
と
保
育
園
な
ど
を
つ
な
ぐ
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の

保
育
園
な
ど
へ
の
就
労
を
希
望
す

る
人
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
登
録
情
報
を
雇
用
を
検
討
し
て

い
る
保
育
園
な
ど
に
提
供
し
ま
す
。

資
格
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
保
育

に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
人
は
、

ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

対
保
育
士
、保
育
教
諭
、看
護
師
、

保
育
補
助
者
、
調
理
員
な
ど
保
育

園
な
ど
の
業
務
・
運
営
に
関
す
る

職
種
の
就
労
を
希
望
す
る
人
（
資

格
不
問
）　
問
幼
児
保
育
課
（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
７
２
０
）

詳しくは

詳しくは

　詳しくはホームページに掲載の募集要項をご覧
ください。
定会場により異なります　費業種や出店品目によ
り異なります　申６月12日㊎までに問い合わせ先
へ郵送もしくは持参　他飲食出店の場合、別途営
業許可が必要

とき ところ 対象

高田祇園祭 7月23日㊍～25日㊏ 高田本町３・４・５丁目
県内在住者または
県内事業者
※�ただし市内在住

者、市内事業者
を優先

直江津祇園祭
（三八通り） 7月26日㊐ 直江津三・八通り

直江津祇園祭
（八坂神社） 7月28日㊋、29日㊌ 八坂神社参道、境内

▲

第51回上越まつり 露店出店希望者
問  観光推進課（☎025-520-5741）

詳しくは
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税務相談会
要

予約

税に関する相談

関東信越税理士会高田支部事
務局（☎025-523-6557）

６月16日㊋、７月７日㊋、
21日㊋・関東信越税理士会
高田支部（本町５）
いずれも午前10時～正午

と　き
ところ

予　約
問合せ

障害のある人の
就労相談会

要
予約

対障害者手帳を持っているまたは
診断を受けている人で、就労を目
指している人

障がい者就業・生活支援セン
ターさくら
（☎025-538-9087）

６月18日㊍午前10時～正午・
福祉交流プラザ

と　き
ところ

予　約
問合せ

事業承継・引継ぎに
関する個別相談会

要
予約

国が設置した事業承継の窓口機関
の専門家による相談会
対中小企業者

産業政策課
（☎025-520-5729）

６月22日㊊午後１時～５時・
市役所木田第二庁舎

と　き
ところ

予　約
問合せ

弁護士による
法律相談

要
予約

中小企業者を対象とする法律相談
（１件30分程度）

くびきの商工会
（☎025-534-3211）

６月25日㊍午前10時～正午・
くびきの商工会

と　き
ところ

予　約
問合せ

女性の起業相談窓口
要

予約

起業方法や起業後の困り事などに
関する相談
対起業を検討中、起業後間もない人

産業政策課
（☎025-520-5729）
※�随時募集。申し込み時に別

途相談日を調整

月～金曜日の午前９時～午後５時（祝
日を除く）・bibit（ビビット）（本町４）
またはフルサットアップス（大和５）

と　き
ところ

予　約
問合せ

特設人権相談所
予約
不要

家庭内の問題、近隣間のもめ事や
名誉毀

き
損
そん
、いじめなどの人権問題

の相談

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

６月20日㊏午前９時30分～
午後０時30分（受け付けは
正午まで）・市民プラザ

と　き
ところ

問合せ

経営に関する
個別相談会

要
予約

創業や経営改善、販売促進など、経営
に関する個別の相談（１件60分以内）
対中小企業者

産業政策課　商業・中心市街
地活性化推進室
（☎025-520-5734）

６月25日㊍午後１時30分～
４時50分・市役所木田第二
庁舎

と　き
ところ

予　約
問合せ

交通事故巡回相談
要

予約

電話相談は随時受け付け
時㊊・㊋・㊍・㊎（祝日を除く）の
午前９時～正午、午後１時～４時

新潟県交通事故相談所
（☎025-280-5750）

６月16日㊋午後１時～３時・
上越地域振興局

と　き
ところ

予　約
問合せ

上越地域若者サポート
ステーション相談会

要
予約

対15歳から49歳までの就労に悩
む人やその家族

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）
※�出張相談のみ予約（前日午

後５時まで）が必要

【出張】６月18日㊍午後２
時～４時・ハローワーク上越
【夜間】６月16日㊋午後５
時～８時・市民プラザ

と　き
ところ

予　約
問合せ

住宅相談会空き家相談会
要

予約
要

予約

耐震改修、新築・増改築、修繕工事、
克雪住宅など住まいに関する相談
（相談内容の事前連絡を推奨）

空き家の売買や賃貸に関する相談
（予約時に「空き家登録シート」の
提出が必要）

上越市地域住宅相談所事務局
（☎080-3363-7300）建築住宅課

（☎025-520-5786）

と　き
ところ

と　き
ところ

予　約
問合せ予　約

問合せ

６月13日㊏午前10時～午後
４時・市民プラザ

❶６月９日㊋・建築住宅課
❷19日㊎、23日㊋・市民プラザ
いずれも午後１時～５時

各種
無料相談

予約が必要な相談があります。
詳しくは、各問合せ先に
問い合わせてください。
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広報対話課から
（☎025－526－5111）
「広報上越７月号」は、６月
23日㊋・24日㊌に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。
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公式SNS

　市では、市内の中小企業などが開発・製造した優れた
特産品・工業製品を「メイド・イン上越」として認証し
ています。認証事業者のこだわりや、認証品
の活躍シーンなど「ここに注目」してほしい
ポイントを紹介します。メイド・イン上越
■問合せ····上越ものづくり振興センター（☎025-522-2666）

ここに注目！

　上越地域に古くから伝わるサ
メ食文化を後世に残したいとい
う思いから生まれた商品です。
伝統の味を大切にしながら、手
軽に食べられるおつまみにした
ことで、サメ食文化を身近に感
じてほしいです。

　唐辛子を使った調味料が盛ん
な地域、米どころ新潟でご飯の
お供を作りたいと考え、上越産
の肉厚で爽やかな辛味が特徴の
青唐辛子に当社自慢の味噌・甘
酒を合わせた南蛮味噌を開発し
ました。

　独自の改良技術により、建設
現場から発生した泥状の土を改
良土『ユニ・ソイル』に再生します。
高い強度があり、再び泥に戻ら
ないといった特性に加え、雑草
が生えにくいなど、高品質であ
りながら低価格を実現しています。

　田中酒造の地酒「能鷹」や、
岩の原葡萄園の白ワイン「善」
を使ったタレで味をつけること
で、うまみと芳醇な香りを楽し
めます。しっとりとして程よく
柔らかい食感は、お酒にピッタ
リです。

　着色料や保存料などを使わず、
少量ずつ製造しています。ごは
んはもちろん、おむすびの具や
トンカツに添えるのもおすすめ
ですが、実は「酒がススム危な
い味噌」として日本酒好きの人
にも好評な上越のお土産です。

　市内では、火力発電所の造成
盛土や上下源入土地区画整理事
業の道路下盛土に活用されたほ
か、国道をはじめとする道路沿
いの雑草対策にも効果を発揮し
ています。

代表取締役　永野 富士夫さん 代表取締役　町田 靖典さん
鮫の清酒づけ、鮫のワインづけ

　各648円（税込）
販売店…さくら百嘉店（上越
妙高駅店、発酵プラス）、山
本味噌　エルマール店など

リサイクルにより生まれた
『ユニ・ソイル』は、道路や
土地の整備に幅広く使用さ
れ、まちづくりを足元から
支えています。

辛味噌　鬼胡椒　648円（税込）
販売店…自社店舗、さくら百
嘉店（上越妙高駅店、発酵プラ
ス）、山本味噌  エルマール店、
道の駅うみてらす名立など

『鮫の清酒づけ・鮫のワインづけ』
㈲西沢珍味販売

改良土（再生土）『ユニ・ソイル』
アイレック新潟㈱

『辛味噌　鬼胡椒』
㈲町田醤油味噌醸造場

商品ストーリー 商品ストーリー 自慢の技術

詳しくは 詳しくは 詳しくは

こだわりポイント こだわりポイント こんなところで活躍

特 産 品 工業製品
サメと地酒のコラボ ご飯もお酒も進むピリ辛味噌 きれいにして地球にもどす

詳しくは

上越市の人口・世帯数

 87,117人
　     （-55人）

89,457人
　（-182人）女男

176,574人
　  （-237人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  72
226

 641
  724

＜人口増減内訳＞

77,861世帯（+172世帯）

令和8.5.１現在。（　）は前月との比較
　私たちの生活に欠かせない水道。存在して当
たり前のものだと思っていましたが、たくさん
の人の努力によって家庭の蛇口に届いているの
だと、改めて知る機会になりました。これから
も大事に使っていくことはもちろんですが、お
いしい水が飲めることを、このまちの誇りとし
て大切にしていきたいです。

表紙のことば ： わたしたちの水道100周年
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